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ア 学則変更（収容定員変更）の内容 
 中央大学では令和９（2027）年４月に経済学部２学科、スポーツ情報学部の届出による設置を予定してい

る。まず、経済学部の４学科（経済学科、経済情報システム学科、国際経済学科、公共・環境経済学科）の

学生募集を停止し、その収容定員の再配分をもって２学科（経済学科、社会経済学科）を設置する。あわせ

て、収容定員1,180人を増加し、新たにスポーツ情報学部スポーツ情報学科を設置する。これに伴い、令和

９年４月より大学全体の収容定員は以下（表１）のとおり、26,304人（通信教育部を除く）となる。 

 

（表１）収容定員変更内容（下線は令和９年度に設置する学部・学科を示す）         （人） 

学部名称 学科名称 
現行（R8） 

変更後(R12) 

*新設置組織の完成年度 
増減 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

経済学部 

経済学科（旧） 467 1,868 0 0 △467 △1,868 

経済情報システム学科 180 720 0 0 △180 △720 

国際経済学科 265 1,060 0 0 △265 △1,060 

公共・環境経済学科 150 600 0 0 △150 △600 

経済学科（新） - - 542 2,168 542 2,168 

社会経済学科 - - 520 2,080 520 2,080 

 スポーツ情報学部 スポーツ情報学科 - - 295 1,180 295 1,180 

全学部（通信教育部除く） 6,281 25,124 6,576 26,304 295 1,180 

 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 
 我が国は、課題先進国として、世界に先駆けた急激な少子高齢化の進行に伴う生産年齢人口の激減や地方

コミュニティの衰退といった地域活力の低下、環境問題など、世界の国々が今後直面する課題にいち早く対

応していく必要に迫られている。本学は、こういった最新の社会要請に応え、社会に有為な人材を継続的に

育成・輩出するため、経済学部の収容定員をもって再編による２学科（経済学科・社会経済学科）を設置す

るとともに、入学定員295人、収容定員1,180人のスポーツ情報学部を設置する。当該学部・学科の設置に

伴う学則変更（収容定員変更）の必要性については、以下に学部・学科別に記載する。 

 

①経済学部 

 第６期科学技術・イノベーション基本計画が示す現状認識1や国際連合が創設75周年に際して挙げた

「さまざまな課題」であるデジタル技術のインパクト、紛争と暴力、不平等（格差）、気候変動、人口構成

 
1 内閣府「第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３月26日閣議決定）」p.6-p.8 

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf（最終閲覧：令和８年３月４日）  
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の変化2といった現代の社会的課題に向き合うとき、今日求められるのは「社会的価値を生み出す人文・社

会科学の『知』と自然科学の『知』の融合による『総合知』」 であるが、広大な学問分野の中において経

済学は、上述の現代的諸課題をすべてその研究対象の射程に収めている。 

本学経済学部ではこれまでも、「経済学及びその関連領域にかかる教育研究を行い、広く国際的で豊かな

教養・学識と専門能力を有し、社会のさまざまな分野においてその学識と能力を発揮することのできる人

材」を養成することを教育研究上の目的として、その目的の下で具体的に養成する人材像として「経済や経

営についての専門的知識を備え、社会の多様なニーズに応えられる、冷静な思考力と温かい心を持った国際

的な視野に立つ経済人」「幅広い教養、論理的な思考力、対人交渉や相互理解のための優れたコミュニケー

ション能力を備えた、社会のあらゆる場面で活躍できる知識の深さと広さを併せ持つ人材」を掲げ、専門的

知識に基づく「冷静な思考力」を備えるだけでなく、人々が直面する社会的諸問題に寄り添う「温かい心」

を持った人材を養成してきた。その一方で、上述のように社会的課題が世界的・地球規模に広がり、格差や

貧困といった問題が深化する中で、これらの課題に向き合い解決策を模索・提示する人材の育成に必要な高

度な専門的知識を、現行の４学科の枠組みだけで十分に扱うことが難しくなりつつある。 

そこで、この社会情勢に照らし、経済学部が掲げる教育研究上の目的・養成する人材像の下で、経済学の

高い専門的知識を持って社会的諸課題に向き合える人材を、これまで以上により確実かつ充実して養成でき

るよう、経済学部を現行の４学科の収容定員の再配分をもって２学科に再編する。 

②経済学部経済学科 

①に記載した背景・必要性から、本学経済学部が 1993 年以降４学科体制で行ってきた教育について、今

般新たにその専門領域・養成する人材像を再構築するにあたり、マクロ・ミクロ経済学を基礎とする経済学

のオーソドックスな学問体系に基づいたうえで経済政策及び国際経済に関連する諸領域を取り扱う「経済学

科」を新設する。経済学科の養成する人材像は以下のとおりである。 

経済学科では、経済や経営に関する最先端の専門的知識を備え、変化し続ける社会で、そのルールや政策

を理解し、物事の本質を見抜く冷徹な「頭脳」と他者を慮るやわらかな「感性」を持った国際的な視野に

立って行動する経済人を育成する。同時に、論理的で粘り強い思考力、多様な価値観を踏まえた対人交渉や

相互理解のための優れたコミュニケーション能力を備えた、多様なニーズに応えられる人材を養成する。 

③経済学部社会経済学科 

①に記載した背景・必要性から、本学経済学部が 1993 年以降４学科体制で行ってきた教育について、今

般新たにその専門領域・養成する人材像を再構築するにあたり、マクロ・ミクロ経済学とマルクス経済学、

歴史・制度、さらには経営といった複数の方法論を基礎的素養とし、オーソドックスな経済学に留まること

2国際連合広報センター「Issue Briefs ― さまざまな課題」 

 https://www.unic.or.jp/activities/international_observances/un75/issue-briefs/（最終閲覧：令和８年３月４日） 
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なく経済学の多様な考え方・学派を取り扱い、広く社会課題を対象として経済学を用いて教育・研究する

「社会経済学科」を新設する。社会経済学科の養成する人材像は以下のとおりである。 

 

社会経済学科では、経済学及び統計学・経営学・会計学の専門知識を備えた上で、さまざまな社会問題に

対して「最適解をまとめる胆力」をもった人材を養成する。「最適解をまとめる胆力」とは、直面する社会

問題に対して、さまざまな立場や前提、仮定、価値判断から導き出される多様な考え方を深く学んで最適解

を粘り強くまとめ、実現しようとすることができる力であって、社会経済学科の目的を最も端的に表す概念

である。 

 

④スポーツ情報学部 

我が国において、大学の理工系（理学・工学系）学部に入学する者は OECD 平均より大幅に低い状況にあ

り3、2030年には先端 IT人材が 54.5万人不足するという調査結果が示される4など、科学技術や地域振興の

成長分野をけん引する高度専門人材の育成、特にその中核となる数理・AI・データサイエンス分野のデジタ

ル人材養成は急務であり、大学に継続的に課せられた任務ともいえる。本学はこれまで、理工学部における

理工系人材の輩出をはじめ、AI・データサイエンスセンターの設立、法と情報の融合を志向する国際情報学

部の設置、そして 2026 年度には理工学部の再編による理工系３学部の新設を行い、高度な能力を持った付

加価値の高い理工系人材を求めている社会の要請に応え、特にその中核となる数理・AI・データサイエンス

分野を牽引するデジタル人材の養成を進めてきた。  

AI・データサイエンス分野の扱う領域は多岐にわたっており、実社会においてその能力・技術を利活用で

きるデジタル人材の養成のためには、単にAI・データサイエンス全般を網羅的に扱うことでは足りず、学部

教育段階において汎用的な能力の修得に加え、具体的な領域への応用を志向した実践的な教育が必要である。

この応用領域の設定について、「AI 戦略 2022」に示されるように「『数理・データサイエンス・AI』に関

する知識・技能と、人文社会芸術系の教養をもとに、新しい社会の在り方をデザインする能力が重要であ

る」ことから、文理横断・融合的な能力を涵養する分野を具体的な応用領域として設定することが、「一人

ひとりが多様な幸せ（well-being）を実現できる社会」5としての Society 5.0 の実現に寄与すると考えら

れる。 

これらの点に鑑みれば、地域社会の活性や共生社会の実現などの多面的な役割を持ち、今後このような役

割をAI・データサイエンスの活用により発展することが可能な領域としてスポーツという分野が挙げられる。

スポーツは極めて動的なフィールドでありながらルールが明確であるため、リアルタイムデータに加え、勝

敗や成果など定量的なデータが多く存在し、データの取得、解析、モデリング、可視化などデータサイエン

スに必要な多様な要素を含んでいる。また、プレーヤーのみならず、観戦者（ファン・メディア）や運営組

 
3 文部科学省「2040年を見据えて社会とともに歩む私立大学の在り方検討会議」（第７回・令和７年12月15日開催） 

配布資料 参考資料１ 関係データ・事例集 （p.62） 

https://www.mext.go.jp/content/20251212-mxtsigakugy-000046352_05-2.pdf （最終閲覧：令和８年３月４日） 
4 文部科学省「我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）関係データ集」（p.19） 

https://www.mext.go.jp/content/20250221-mxt_koutou02-000040400_3.pdf（最終閲覧：令和８年３月４日） 
5 内閣府「ＡＩ戦略2022」（令和４年４月２２日 統合イノベーション戦略推進会議決定）（p.30） 

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/aistrategy2022_honbun.pdf （最終閲覧：令和８年３月４日） 
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織（企業や自治体）などのデータから価値創出や意思決定を行う主体が存在するため、経済的・社会的要素

も多分に包含する領域である。具体的には、デジタル技術を活用した新たな臨場感ある観戦体験などの高付

加価値化や、データ連携などの活用による他産業と連携した新たな市場創出といったスポーツビジネス分野

でのデータ活用も、昨今のプロスポーツをはじめとした興行の中で活発に行われている。このような特性に

加え、スポーツ分野においてはデータ取得・解析・可視化・意思決定といった一連の過程を短い期間で反復

的に経験・検証が可能という経験学習との親和性が高く、学部教育段階におけるAI・データサイエンスの学

びにおいて、スポーツから得られるデータを教育研究の対象とすることは、実践的能力を有するデータ活用

人材養成に非常に有効であり、実社会においてその能力・技術を利活用できるデジタル人材を養成するとい

う社会的負託に応えるものである。 

このことから、本学は AI・データサイエンスの能力・技術に関する具体的な応用・実践領域を｢データサ

イエンス×スポーツ×ビジネス｣と定め、スポーツから得られる多種多様なデータを対象に、特にスポーツ

データサイエンス及びスポーツビジネス分野での教育・研究を行い、社会課題の解決力を有する文理横断・

融合型のデータ活用人材の養成を行う「スポーツ情報学部」を新設するため、収容定員の増加を行う。 

スポーツ情報学部の教育研究上の目的及び養成する人材像は、以下のとおりである。 

・教育研究上の目的 

データサイエンス及びビジネス領域に関する教育研究を行い、広く豊かな学識と当該領域に関する汎用

的能力を涵養するとともに、スポーツデータサイエンス及びスポーツビジネスの専門的学修を通じて、論

理的思考力、分析力、コミュニケーション能力を備え、その専門性と優れた見識により社会課題の解決を

実践できる価値創造人材を養成し、もって持続可能な社会の実現に貢献する。 

・養成する人材像 

｢實地應用ノ素ヲ養フ｣という建学の精神に基づき、AI・データサイエンスに関する知識や技術とスポー

ツビジネスに関する専門知識により、データを適切に分析し、その背景にある本質的な課題を正しく見抜

いたうえで、的確な課題解決案を策定することができ、その実装を通じてウェルビーイングで持続可能な

社会の構築に向けて新たな価値を創造するデータ活用人材を養成する。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

 上述のとおり、今般の収容定員変更は、経済学部の再編による２学科設置及びスポーツ情報学部設置に伴

う変更である。そのため、以下に２学部３学科それぞれの教育課程、教育方法、教員組織等の内容について

述べ、そのうえで学部間共通科目等、他学部等への影響について記述する。 

（ｱ）教育課程の変更内容 

①経済学部 

経済学部経済学科・社会経済学科の設置は既存４学科の学生募集を停止し、その定員の再配分によって行

うものであり、経済学部の教育研究上の目的である「経済学及びその関連領域にかかる教育研究を行い、広

く国際的で豊かな教養・学識と専門能力を有し、社会のさまざまな分野においてその学識と能力を発揮する
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ことのできる人材を養成する」、養成する人材像である「本学の『建学の精神』である『實地應用ノ素ヲ養

フ』教育を重視し、経済や経営についての専門的知識を備え、社会の多様なニーズに応えられる、冷静な思

考力と温かい心を持った国際的な視野に立つ経済人を育成する。」は再編に伴う変更はない。 

再編後の２学科の新たな養成する人材像については「イ 学則変更（収容定員変更）の必要性」②、③項

に記載のとおりであり、これを実現するために教育課程の変更を行う。なお、経済学部がこれまで特色とし

て力を入れてきた「ゼミ教育」「グローバル人材教育」「キャリア教育」については、再編後においてもこ

れを継承する。なお、再編後の２学科について、教育課程等の概要を【資料１】【資料２】で示す。 

再編に際して変更するのは、「専門教育科目（自由選択科目を除く）」の履修体系である。再編前の４学

科は、「専門教育科目」を「導入科目」「（学部共通）基礎科目」「学科基本科目」「学科科目（クラス

ター科目）」「関連科目」「学部共通科目」「学部間共通科目」に分類し、専門的知識を系統的・重点的に

学修する上で必要な科目を集めて体系化した「クラスター」を４学科に２つずつ設置することで、基礎から

発展まで体系性をもって履修できる系統履修の実質化を図ってきた。さらに、４学科間での科目履修は比較

的自由にできることを経済学部の教育課程上の特色として掲げ、教育研究活動を展開してきた。 

他方で、４学科が順次設立されてきたという歴史的経緯と、学科間での科目の履修が比較的自由であるこ

とから、学科間での差異がそれほど大きくなく、より高度な専門的知識への対応が困難になっている面が課

題となっていた。また、履修の自由度を一定程度担保する一方で、学部が目指してきた体系的な知識の涵養

が十全になされていない懸念も課題となっていた。 

このような背景から、再編後の２学科においては、経済学部が今まで培ってきた系統的な学びをより進化

させるため、経済学の学問体系に基づく体系的な学修と、それによる学修の実質化を実現するよう、「専門

教育科目」における科目配置、履修方法の変更を行った。具体的には両学科とも、「学部基礎科目」におい

て２つの学科に共通する知識を身につけるとともに、各学科が配置する「学科導入科目」「学科基礎科目」

「学科発展科目」「学科関連科目」を中心に系統的に学修する。さらに、２つの学科ともに、学生は２年次

以降に卒業要件の異なる２つのコース（及びそれを構成する複数のプログラム）を選択することで、自らの

関心や将来の進路に応じた、より系統的な履修を可能とする。この点は、本項の②と③で学科別に説明する。 

なお、再編前の４学科体制において学科横断型で実施してきた「外国語科目」「健康・スポーツ科目」

「総合教育科目」の科目群及び専門教育科目のうち自由選択科目（随意科目）については、再編後において

も引き続き学科横断型の授業科目として開講し、大きな変更はない。このほか、全学部共通の「学部間共通

科目」も継続して設置する。  

このように、今般の経済学部の学科再編は、経済学部のポリシーは変更せず、再編前の４学科の特色を継

承しながら、教育課程上の課題となっていた点を、科目配置や履修方法の見直し、卒業要件の異なるコース

の設置により解消し、最新の社会要請に応えるために教育課程の見直しを図るものである。したがって、こ

れまでの経済学部の伝統と実績を基盤としつつ、経済学部の教育研究上の目的の更なる実質化を目指すため

の再編であることから、大学全体の収容定員変更後においても、変更前と同等以上の教育の質の担保が可能

であると言える。 
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②経済学部経済学科 

経済学部経済学科については、学位授与の方針を踏まえた２つのキーコンセプト「データサイエンスとし

ての経済学の重視」「多様な空間を繋ぐコミュニケーションの能力の育成」の実現のため、伝統的な経済学

はもちろんのこと、データに基づいた緻密な推論を基礎とした新たな経済学の知識を体系的に学んだうえで、

個々の学生が自らの関心を自ら見出し、より高度で専門的な内容を系統的に学修することが必要である。こ

のような考えの下、経済学科では、次のとおり専門教育科目を編成する。なお、教育課程等の概要は【資料

１】に示す。 

１年次には「学科導入科目」において「基礎ミクロ経済学」及び「基礎マクロ経済学」を学ぶことで、学

生は本学科で学ぶ際に必要な経済学の基礎知識を修得する。並行して、学科導入科目に「経済入門」、「統

計リテラシー」及び「基礎数学」を設置し、「基礎数学」を除く４科目は、必修科目とする。また、学部基

礎科目に設置する「入門演習」では、経済学部が重視する演習形式での教育を１年次から経験できるととも

に、４年間の学びのための技法（輪読、ディスカッション、プレゼン、レジュメ、レポート、グラフの作成

等）を学修することとしている。 

２年次には、経済政策コース（①政策分析プログラム、②企業・産業分析プログラム、③地域分析プログ

ラム）あるいは国際経済コース（④貿易・国際金融プログラム、⑤国際開発プログラム、⑥環境プログラ

ム）を選択し、それぞれ以下のねらいに基づいた系統履修を行うことにより高度で専門的な内容を学修する。

経済政策コースは、市場の働きを司っている制度・政策の状況を理解し、事業計画の策定や政策の立案にお

いて、論理的思考（Logical Thinking）と客観的証拠（Objective Evidence）によってその合理性を示して

行動できるような科目群の系統履修を実現する。同コースでは、コースの基礎となる科目として「経済政策

論」を必修科目とし、併せて経済政策の理論的な根拠である「中級ミクロ経済学」「中級マクロ経済学」

「公共経済学」から１科目４単位を選択必修科目として学ぶ。他方で、国際経済コースは、グローバルな社

会課題の解決への意欲を持ち、論理的思考と客観的証拠に基づいて国際経済の諸問題を把握して、実際に

フィールド調査といった形で行動できるような科目群の系統履修を実現する。コースの基礎理論を与える科

目として「国際経済学」を必修科目とし、その国際経済学の専門領域としての「国際金融論」「国際開発

論」から１科目４単位を選択必修科目としている。また、コース毎に特色のある専門的知識を修得するため

に、学科基礎科目として12科目を配置し、各コースの特色にあわせて必修科目と選択必修科目をそれぞれ

設定しているとともに、２つのコースに跨るものとして「人口論」「空間経済学」の２科目を選択必修科目

とすることで、経済政策の具体的対象領域、国際的な観点の両方において不可欠な分野である人口や都市・

地域とその地理的広がりという視点を学ぶことを可能とし、養成する人材像に掲げる国際的な視野の獲得に

結び付ける。さらに、学科発展科目の「実践経済データ分析Ⅰ～Ⅳ」や学部発展科目の「演習１」を通じて、

データサイエンスに基づいて問題を発見する能力と、協調性や自己管理力を養う。 

３年次でも、２年次に引き続き系統履修に基づいてさらなる専門的・応用的知識の学びを深めるために、

学科発展科目に３年次配当科目を合計13科目を配置する。そのうち12単位を選択必修とし、各コースでそ

れぞれ選択必修科目を指定している。経済政策コースでは、具体的な政策諸分野をより専門的に扱い併せて

高度な経済政策の理論を扱う８科目から １科目４単位を選択必修としている。国際経済コースでも、国際
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経済学のより専門的・応用的な領域を扱う４科目のうち１科目４単位を選択必修としており、さらには学部

発展科目を通じて多様な視点も養うことで、それぞれのコースごとに、現実の経済現象を的確に把握し分析

する能力を修得する。また、この系統履修を基礎にしながら、複雑な経済社会において多様な視点をもって

様々な問題に対応できる人材を養成するために、従来の４学科と同様に、他方の学科の科目を「学部発展科

目」として配置し、学生はこれを３年次以上に選択必修として履修することとしている。 

このほか、卒業に必要な単位数を従来の４学科の133単位から124単位に削減し、１科目あたりの学修時

間を従来よりも確保することにより、着実な知識の定着を志向していることも、再編前と比較して質の向上

を図っている点の１つである。 

以上のように、新設する経済学科では専門教育科目を中心とした体系的な教育課程と、２年次以降に選択

する２つのコースに応じた履修体系を整備しており、再編前の４学科と比較してもより系統的な履修による

体系的な知識・能力の涵養を実現することができる教育課程の編成であるといえ、その質的な観点から見て

も、再編前の同等以上の内容が担保されていると言える。 

 

③経済学部社会経済学科 

経済学部社会経済学科については、養成する人材像に「さまざまな社会問題に対して『最適解をまとめる

胆力』を養う」ことを掲げており、その実現にあたっては、その基礎として多様な立場からなる経済学を知

り、その上での個々の学生が自らの関心にしたがって、経済学及び統計学・経営学・会計学のより高度で専

門的な内容を系統的に学修することが必要である。 

そのため、社会経済学科では、教育課程編成・実施の方針に基づいて以下のように教育課程を編成し、専

門教育科目を配置する。なお、教育課程等の概要は【資料２】に示す。 

１年次の「学科導入科目」においては、ミクロ経済学及びマクロ経済学の基礎を包摂する「現代経済学入

門」を、その後に「マルクス経済学」を学ぶことで、学生は３つの異なる立場からなる経済学を確実に修得

する。これらの科目は、そもそも経済学には多様な立場が併存しているという事実を知り、特に卒業認定・

学位授与の方針にも掲げる「現実を捉える力」を養う社会経済学科として、その最も基礎的な導入となる科

目である。並行して、学科導入科目に「経済入門」、「統計リテラシー」及び「基礎数学」を設置し、「基

礎数学」を除く４科目は必修科目とする。また、学部基礎科目に設置する「入門演習」では、経済学科と同

様、経済学部が重視する演習形式での教育を１年次から経験できるとともに、４年間の学びのための技法

（輪読、ディスカッション、プレゼン、レジュメ、レポート、グラフの作成等）を学修し、卒業認定・学位

授与の方針に掲げる各能力修得への入り口へと誘う。 

２年次には、社会経済コース（①政治経済学プログラム、②社会政策プログラム、③社会経済史プログラ

ム）あるいは地域・マネジメントコース（④経営会計プログラム、⑤統計・データサイエンスプログラム、

⑥地域創生プログラム）を選択し、それぞれ系統履修に基づいてより高度で専門的な内容を学修する。社会

経済コースは、さまざまな社会問題に対して、マイノリティや社会的弱者なども含めた多様な立場・考え方

の人々にとっての「最適解」となる政策を打ち出し、実現することができるような科目群の系統履修を実現

する。他方で、地域・マネジメントコースは、主に地域や企業に関わるさまざまな社会問題に対して、経済
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情報を整理・分析し、解決につながる「最適解」を導き出すことができるような科目群の系統履修を実現す

る。なお、多様な経済学のより高度な思考法を身に付けるため、次のように互いに異なる分析視角を有する

「独占資本主義論」、「社会政策」、「経営学」、「人口分析」を含む学科基礎科目群から少なくとも３科

目を選択必修としている。これら４科目は、経済社会を見る際の４つの視角を具体化した科目であると同時

に、２つのコースの基礎を形作る科目でもある。このほか、演習科目も配置して多様な経済学のより高度な

思考法を身に付ける。 

３年次には、学科発展科目や演習科目、学部発展科目によって、経済学を実地で応用する考え方と自律的

な共創力を養う。特に２年次及び３年次に配置される学科発展科目においては、社会経済コースでは弱者、

格差、歴史といったキーワードに迫る「社会保障論」「労使関係論」を始めとする科目群から主として学修

し、地域・マネジメントコースでは、経営、地域、情報分析といった観点に深くかかわる「地域システム」

「中小企業論」「経済統計」といった科目群から選択して修得する。 

また、この系統履修を基礎にしながら、複雑な経済社会において多様な視点をもって様々な問題に対応で

きる人材を養成するために、従来の４学科と同様に、他方の学科の科目を「学部発展科目」として配置し、

学生はこれを選択必修として履修することとしている。 

このほか、卒業に必要な単位数を従来の４学科の133単位から124単位に削減し、１科目あたりの学修時

間を従来よりも確保することにより、着実な知識の定着を志向していることも、再編前と比較して質の向上

を図っている点の１つである。 

以上のように、新設する社会経済学科では専門教育科目の体系的な教育課程と、２年次以降に選択する２

つのコースに応じた履修体系を整備しており、再編前の４学科と比較してもより系統的な履修による体系的

な知識・能力の涵養を実現することができる教育課程の編成であるといえ、その質的な観点から見ても、再

編前と同等以上の内容が担保されていると言える。 

 

④スポーツ情報学部 

スポーツ情報学部は収容定員の増加により新たに設置する学部であるため、教育課程の内容について説明

する。なお、教育課程等の概要は【資料３】に示す。 

スポーツ情報学部では、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、教育課程の特

色に即した授業科目について、講義と演習、実習科目等の量的配分、段階的かつ系統的な学修を支える授業

科目の配当年次や実施形態・方法等に配慮してカリキュラムを編成している。具体的に、スポーツデータサ

イエンス及びスポーツビジネスを応用領域とし、その専門知識とAI・データサイエンスの知識・技術を活

用した課題発見・解決力の涵養のために、｢外国語科目｣｢総合教育科目｣｢専門基礎科目｣｢専門展開科目｣｢演

習・実習・実践科目｣の５つの科目群に分類する。各科目群において、涵養する能力に応じて授業科目を以

下の通り設置する。 

・｢外国語科目｣ 

国際共通語である英語科目について、演習形式にてグループワークやディスカッションなども交えながら

英語四技能（リーディング・ライティング・リスニング・スピーキング）をバランスよく総合的に身に付け
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る「EnglishⅠ」「EnglishⅡ」を必修科目で設置する。また、学生が自身のキャリア形成に合わせ、レベル

別に英語能力の習得をできるように各種検定試験の結果を単位認定する科目を設置する。 

・｢総合教育科目｣ 

人間が根源的にもつ力を発揮して新たな価値を創造することを重視した美術・音楽・デザイン系の科目を

中心に設置する。リベラルアーツ科目として「美学」「色彩学」「プロダクトデザイン」などの科目、協働

性やストレスマネジメントなどの社会生活の根幹に必要な力として救急救命やリスクマネジメントなどに関

する科目、及びスポーツ実技科目を設置する。 

・｢専門基礎科目｣ 

５つの区分を設け、AI・データサイエンス及び情報の基盤となる数学、統計学やプログラミングなどの分

野をそれぞれ｢数理基礎｣｢情報基礎｣｢データサイエンス基礎｣に、スポーツビジネスへの理解の基盤となる経

営学、経済学分野を｢経営学基礎｣｢経済学基礎｣として分類し授業科目を設置する。 

・｢専門展開科目｣ 

６つの区分を設け、後述のコースの特性に応じた科目を区分別に設置することで、学生の目指す出口に応

じた必要な知識・能力を身に付けることができるようにしている。具体的には、解析やモデリングの知識を

身に付けることを目的とした｢統計・数理モデリング｣、AI・データサイエンスに関する知識や情報技術を身

に付けることを目的とした「AI・情報技術」、AI・データサイエンスに関する知識やデータベース・AR・VR 

技術などコンピュータサイエンスの技術を適切に課題解決に応用できる力を涵養することを目的とした｢ス

ポーツデータサイエンス｣「ビジネスデータサイエンス」、スポーツビジネス分野の専門知識・応用力を学

ぶことを目的とした｢スポーツビジネス｣に分類する。また、取り組むテーマの独自性に加え、その内容の

質・量が学部の定める基準を超える卒業課題・研究の成果について単位付与を行う「卒業論文」を設置する。 

・｢演習・実習・実践科目｣ 

早期に応用領域であるスポーツビジネスのフィールドを体験し、現状の課題や課題解決の糸口、あるいは

学生自身のキャリア形成などに関して何らかの気付きを得ること、その気付きを学習意欲の向上や課題解決

力の涵養へ結びつけることを目的として、学内諸団体・企業・地域団体と連携し実施するPBL型の科目を

「スポーツビジネス実践」科目として設置する。また、「演習」科目として、１年次の「基礎演習」に始ま

り、ゼミナール形式で他者と共同で理解を深め、上級年次には論文または研究成果として学修の集大成へつ

なげていく｢専門演習｣を設置する。 

その他、学問分野を問わず本学の建学の精神に基づいた実学重視の教育方針から、全学部共通の「学部間

共通科目」を設置する。 

 

次に、教育課程の体系性について、まず、AI・データサイエンスに関わる領域及び専門領域に関する基礎

的な理論の修得は「専門展開科目」への導入をスムーズにするため、「専門基礎科目」において必修科目を

多く設置している。また、体系的な履修を担保しつつ、学生の目指す出口に応じた科目の履修ができるよう

に、「データサイエンスコース」「スポーツビジネスコース」の２コースを置き、主として２年次から両
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コースの各特徴に応じた必修科目と選択必修科目を組み合わせて設置している。なお、コース選択は入学試

験の募集定員と紐づけ、受験時に選択することができる。 

１年次ではスポーツ情報学部での学びの基礎と専門知識への導入を重視し、２年次は１年次の内容をさら

に深めて知識を広げることにより専門の基礎を定着させるとともに、スポーツデータサイエンス、スポーツ

ビジネスに関する専門展開の導入的な科目の学修を進めることで３年次以降のより高度なコースの専門性を

意識しながら知識を深めることとしている。３・４年次は専門を発展・応用していく位置づけとし、コース

特性に応じたそれぞれの専門分野を中心に深く学び、体系的な知識を構築しつつ、周辺分野への学びを通じ

て見識を広げる。そして、大学での学びの集大成として、論文あるいは研究成果報告をまとめる。 

 

⑤他の学部に与える影響 

 経済学部の再編による２学科の設置とスポーツ情報学部設置による本学他学部への教育課程上の影響につ

いて、再編・新設する２学部で開講する科目はすべて学部ごとに開講することから、授業の実施・運営面に

おいて他学部に直接的な影響はない。 

  また、本学では全学部横断型で実施する「学部間共通科目」を設置しており、横断組織である全学連携教

育機構がその運営を行っている。この「学部間共通科目」は、学部生全員が履修する科目ではなく、基本的

には学生自身が希望に応じて選択し履修するものである。今般の経済学部の再編による２学科設置及びス

ポーツ情報学部設置にあたっては、従来の教育内容及び質を前提とし、既存学部と同様に「学部間共通科

目」を設置することを予定している。履修学生数については、新設となるスポーツ情報学部の入学定員295

名が1学年あたりの履修対象者として増加することとなるが、「学部間共通科目」における大規模クラスは

既にオンデマンド方式等、多様なメディアを活用しながら授業を行っていること、少人数でインタラクティ

ブに行う授業についても比較的１クラスあたりの履修学生数は余裕があることから、これまでと同様にすべ

ての学部学生が等しく学部間共通科目を履修することが可能である。加えて、特にスポーツ情報学部は工

学・経済学の応用領域を文理横断・融合的に取り扱う新たな学部であり、当該学部生が「学部間共通科目」

を履修することで、他学部生との交流・協働学習が活性化することが期待できる。 

 

（ｲ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

①経済学部（経済学科・社会経済学科） 

 経済学部経済学科・社会経済学科の教育方法・履修指導方法は再編前の４学科体制と同様、学部一体と

なって実施していくことから、本項は学部単位で記述を行う。 

 

 a）教育方法 

 経済学部では、（ｱ）に記載のとおり専門教育科目を除く科目群については再編前の構成・実施内容を継

承して教育を実施するため、教育方法に関しても特段の変更はなく、教育の質は再編前と比較して同等以上

の内容を担保できると判断する。 
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 「専門教育科目」については、学科の再編に伴い、教育方法の一部見直しを行う。まず、両学科における

「学科導入科目」のうち必修科目については、１クラス当たりの履修学生数は再編前と同程度を想定するも

のの、再編後には多様なメディアを利用した授業（遠隔授業）やアクティブ・ラーニングも十分に活用する

ことで、両学科における基礎的知識・能力の修得を確実なものとする。「学科導入科目」以外においても、

各学科の特色やコース選択の起点となる大規模講義科目については、同様に１講座あたりの履修人数が300

名以上あった科目については講座数の見直しを行い、１講座あたり250名程度に抑制することやアクティ

ブ・ラーニング型講義を推進することで学生の一人ひとりの理解が深まるよう工夫を施すとともに、学部の

特色である「ゼミ（演習）」を中心とした少人数科目は従来と変わらない規模感で、各クラス15～30名程

度で継続して実施していくことにより、再編前と比較し教育の質の維持・向上を図っていく。 

 

 b）履修指導方法 

 再編前においても実施してきたクラス担任制、オフィスアワー制度を継承し、初年次における履修相談か

ら演習の選択、進路も含めてきめ細かい指導を行う体制を引き続き行うこととしている。このうちクラス担

任制については、再編前と同様、１クラス当たり27～28名の学生で構成するクラスを 40弱程度置くことで、

その質は十分に維持される。また、再編前と同様に履修系統図、科目ナンバリング及びカリキュラムマップ

を提示した履修指導や各種ガイダンスなど、学修全体を捉えた履修指導を継続する。そして、現在経済学部

では成績不振者に対して、学部の定める基準を下回った学生を対象に履修ガイダンス及び教職員協働での個

人面談を通じて個別指導を行うことで、次学期の学修へつなげていくための体制を整備しているが、再編後

においても同様の体制の下でこの取り組みを継続し、学生一人ひとりに寄り添った履修指導を行う。以上の

ことから、履修指導方法の観点から見ても、再編前と比較してもその質は同等以上であるといえる。 

 

 c）履修上限単位数（CAP制） 

単位の実質化を図るための措置として、大学設置基準第 27 条の２に基づき１年間及び学期ごとの最高履

修単位数の上限を設定し、学修時間の確保に引き続き配慮する。年次別最高履修単位は再編前が１年次 44

単位、２年次 43 単位、3 年次 41 単位、4 年次 42 単位と設定していたものを見直し、再編後は各学年とも

41 単位に設定することにより、さらなる単位の実質化を図る。また、各年次の再履修単位数の上限は各学

年とも８単位とし、年次別最高履修単位と合わせて、各年次における履修登録上限単位数は 49 単位とする

が、この点は再編前後で変更はなく、引き続き年度単位における学修時間を十分に確保していく。 

 

d）外国人留学生の在籍管理・履修指導 

外国人留学生に対しては、再編前と同様に、経済学部と国際センターが連携して、在留資格及び在留期限

について在留カードをもとに適切な在籍管理を行う。また、毎年度国際センターとして外国人留学生ガイダ

ンスを実施し、外国人留学生のみが選択できる「日本語」の履修指導、学習サポート及び生活指導を行う。

前期終了時及び後期終了時には、成績及び単位修得状況を確認の上、個別面談を行い、次学期への学修につ

なげる。経済学部事務室と国際センターの体制に変更はなく、再編前と比較してその質は十分に担保される。 
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e）他大学における授業科目の履修 

他大学において修得した授業科目の単位については、中央大学学則 35 条第２項に定める基準に基づき、

教授会の確認の下で必要な換算を行う。この点は再編前後で変更はなく、教授会の厳格な確認の下で、適切

に単位認定を行っていく。 

 

 

②スポーツ情報学部 

スポーツ情報学部は収容定員の増加により設置する学部であるため、新たな教育課程に対応した教育方法

及び履修指導方法について説明する。 

 

 a）教育方法 

各授業科目における履修者数については、その授業形態や必修・選択の別に応じて教育効果が担保できる

適正な人数となるよう配慮する。具体的には、外国語科目に関しては１クラス 25 名程度を前提としたクラ

ス編成を行うほか、専門基礎科目（講義科目）のうち、「スポーツと数学」「微分積分Ⅰ」「線形代数Ⅰ」

「スポーツと統計学」については学生の習熟度に応じた、１クラス 50 名程度を前提としたクラス編成とし、

特に演習との連携も加味して指導補助者１～２名を割り当てることで、細かな学習サポートが実施できる体

制を採る。加えて「専門演習」に関しては、その専門分野の特性に合わせてきめ細やかな指導が可能となる

よう、工学系分野に関しては１クラスあたり10名程度、経済学系分野に関しては１クラスあたり15名程度

を基本の学生数として設定している。このほか、一般的な講義科目等については、必修科目を除いた場合、

学生の履修選択に応じて１科目あたりの履修者数が 100～300 名の間で推移することが予想されるため、各

学生における理解度に大きな差異が生じないよう、後述する教員個々による日常の学習指導に加えて、必要

に応じて、授業の録画データを復習用コンテンツとして Learning Management System（LMS）に公開するこ

とを予定している。 

 さらには、正課外において専門基礎科目における習熟度別の学習と、高校までの学びを再度深めるリメ

ディアル教育、オンデマンド教材の導入・オンライン上での学習指導といったメディアを積極活用した学習

環境の提供を行うことで、前提として必要となる知識にばらつきが生じないように配慮するとともに、自律

的な学習に基づく着実な知識定着を目指す。また、女子学生に対しては、理工系分野を専攻する女性が少な

い現状において、女子学生が自らの可能性を最大限に発揮し、データサイエンス分野へ進出することを支援

する。そのための具体的な施策として、女子学生向けのコンペティション開催や女性データサイエンティス

トとの座談会など、多角的なフォローアップを実施する。このように、課外においても多角的なフォロー

アップを行うことで、学部における教育の質を最大限高める。 
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 b）履修指導方法 

履修ガイダンスをはじめ、「基礎演習」を担当する基幹教員を中核とし、１クラス30名程度とするクラ

ス担任制、オフィスアワー制度を中心として、シラバスや履修モデル、科目系統図及びカリキュラムマップ

等を最大限活用しながら低年次より学生一人ひとりの希望に寄り添った指導を行う。成績不振者に対しては、

初年次を中心にGPA や修得単位数が所定に満たない学生に対し、早期に学修相談として教職員による面談

を受けることを義務付けるとともに、リメディアル教育スペースやオンデマンド教材を活用し、必要に応じ

て各学期末において基礎教育のフォローアップを行う。 

 

 c）履修上限単位数（CAP制） 

単位の実質化を図るための措置として、大学設置基準第 27 条の２に基づき１年間及び学期ごとの最高履

修単位数の上限を設定し、学修時間の確保を図る。具体的には、新規履修登録における年次別最高履修単位

は、1年次46単位（前後期各25単位、通年46単位）、2年次〜4年次44単位（前後期各24単位、通年44

単位）とし、再履修登録を含めた年次別最高履修単位数は49単位とする。 

 

d）外国人留学生の在籍管理・履修指導 

外国人留学生に対しては、スポーツ情報学部と国際センターが連携して、在留資格及び在留期限について

在留カードをもとに適切な在籍管理を行う。また、毎年度国際センターが外国人留学生ガイダンスを実施し、

外国人留学生のみが選択できる「日本語」の履修指導、学習サポート及び生活指導を行う。前期終了時及び

後期終了時には、成績及び単位修得状況を確認の上、個別面談を行い、次学期への学修につなげる。 

 

e）他大学における授業科目の履修 

他大学において修得した授業科目の単位については、中央大学学則35条第２項に定める基準に基づき、

教授会の確認の下で必要な換算を行う。 

 

③他学部等への影響 

経済学部再編による２学科設置及びスポーツ情報学部設置に伴う、他学部への教育方法・履修指導方法の

影響に関して、「（ｱ）教育課程の変更内容」の項で記述のとおり、両学部に設置される科目は学部ごとに

設置される科目であり、これに付随する教育方法及び履修指導方法についても、両学部の教育課程の特性に

応じて実施されるものである。そのため、他学部への影響はなく、経済学部の再編による２学科設置及びス

ポーツ情報学部設置後においても、他学部における教育内容・履修指導方法は従来同様に担保される。 

また、全学部横断型で実施する「学部間共通科目」については、横断組織である全学連携教育機構がその

運営にあたる。前述のとおり、新設となるスポーツ情報学部の入学定員 295名が1学年あたりの履修対象者

として増加することとなるが、本学における「学部間共通科目」は、学部生全員が履修する科目ではなく、

基本的には学生自身が希望に応じて選択し履修するものである。これまでと同様にすべての学部学生が等し
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く学部間共通科目を履修することが可能となっており、収容定員増加後も、これまでの教育方法や履修指導

方法に変更はない。 

（ｳ）教員組織の変更内容 

教員組織編制の方針と体制は、収容定員変更後も変わりがない。収容定員変更前（令和８年度）と新設

組織の完成年度における収容定員・基幹教員数・S/T比（収容定員数/基幹教員数）は下表（表２・表３）

のとおりである。 

（表２）収容定員増加前（令和８年度）の全学部、経済学部における収容定員・基幹教員数・S/T比 

学部 学科 収容定員 基幹教員数 S/T比 

経済学部 

経済学科 1,868 26 71.8 

経済情報システム学科 720 22 32.7 

国際経済学科 1,060 23 46.1 

公共・環境経済学科 600 21 28.5 

（合計） 4,248 92 46.2 

全学部合計（通信教育部を除く） 25,124 576 43.6 

（表３）収容定員増加後（新設学部完成年度）における全学部、経済学部、スポーツ情報学部の収容定員・基

幹教員数・S/T比 

学部 学科 収容定員 基幹教員数 S/T比 

経済学部 

経済学科 2,168 40 54.2 

社会経済学科 2,080 41 50.7 

（合計） 4,248 81 52.4 

スポーツ情報学部 スポーツ情報学科 1,180 30 39.3 

全学部合計（通信教育部を除く） 26,304 587 44.8 

大学全体の基幹教員数については、収容定員増加後の令和 12 年度は 587 名となっており、大学設置基準

における必要基幹教員数 574人を上回っていることから、新設組織の完成年度においても大学全体として、

十分な教育を行うことができる教員組織体制となっている。また、大学全体の S/T 比（収容定員数/基幹教

員数）については、収容定員変更前（令和８年度）が 43.6 であり（表２）、収容定員増加後（完成年度：

令和 12年度）は 44.8と、同等水準であると言える（表３）。したがって、S/T比の観点からも、大学全体

として収容定員変更前と比較し、同等以上の教育を提供することを可能とする教員組織を担保しているとい

える。 
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以下、新設する経済学部（経済学科・社会経済学科）とスポーツ情報学部の教員組織、及び組織の新設・

再編に伴う他学部への影響について説明する。 

①経済学部（経済学科・社会経済学科） 

経済学部については、再編前の４学科合計の基幹教員数 92名を再編後にはやや下回る81名で構成する予

定であるが、大学設置基準上の必要基幹教員数 44名（各学科22名）を上回っている。さらには４学科を２

学科に編成し直し、授業科目数を学部全体で 30 科目程度削減したこと、卒業に必要な単位数も 133 単位か

ら 124単位に変更したことにより、履修指導の内容が多岐化せず、教員一人ひとりの負荷は軽減される。ま

た、一般入学試験の運営においても従来２日間にわたって実施していた「志望順位制」の入学試験を１日で

行うことができるようになっており、その運営や準備にあたっていた教員はその時間を授業への注力や学生

への教育指導に充てることができる。以上のことから、再編前と比較しても、学部運営に係る時間は同等以

上に担保される予定である。 

S/T 比について、収容定員変更後における状況をみると、経済学部単体で見ると再編前の令和８年度の

S/T比は 46.2である。再編後は 52.4とわずかに基幹教員 1人あたりの学生数は増加しているものの、上述

のとおり、学部運営や履修指導の側面において教員の負荷が軽減されていることを踏まえると、質の低下を

招くような状況にはないと言える。学内で同じ経済学分野の教育を行う商学部各学科、総合政策学部政策科

学科、国際経営学部国際経営学科の S/T 比（25.3～57.1、平均 46.6）と比較しても大きすぎる数字ではな

く、十分な教育を行うことのできる教員組織体制であると言える。 

②スポーツ情報学部 

スポーツ情報学部の完成年度における基幹教員数は 30名（うち教授 18名）となっており、大学設置基準

上の必要教員数 19 名を大きく上回る構成となっている。なお、スポーツ情報学部の新設にあたっては、申

請時点の令和７年度における所属先である法学部（政治学科）・商学部（会計学科）・基幹理工学部（数学

科）・社会理工学部（人間総合理工学科）・文学部人文社会学科・総合政策学部（政策科学科・国際政策文

化学科）から合計７名の基幹教員が移籍するが、各学部において後任となる教員人事計画を進めており、早

期に後任による補充を行うこととなっている。なお、完成年度において、移籍元である法学部政治学科で27

名（必要教員数 18名）、商学部会計学科で 21名（同15名）、基幹理工学部数学科で 11名（同８名）、社

会理工学部人間総合理工学科で 11 名（同８名）、文学部人文社会学科で 84 名（同 37 名）、総合政策学部

政策科学科で 17名（同14名）、総合政策学部国際政策文化学科で 14名（同10名）と、当該組織の大学設

置基準上必要な教員数を上回る予定であることを確認していることから、スポーツ情報学部設置に伴う他学

部への影響は僅少であると言える。 

スポーツ情報学部のS/T比は、完成年度である令和12年において39.3となっている。この数値は、学内

で同じ工学分野の教育を行う本学基幹理工学部応用化学科、社会理工学部（全学科）、先進理工学部（全学

科）、国際情報学部国際情報学科、経済学分野の教育を行う本学経済学部（新設の経済学科、社会経済学
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科）、商学部（全学科）、総合政策学部政策科学科、国際経営学部国際経営学科のS/T比（25.3～57.1、平

均42.8）と比較しても低い水準となっている。 

 

 

③他学部等への影響 

 学内における人的リソースの有効活用の観点から、既存の基幹教員のうち、とりわけスポーツ情報学部の

設置に伴い同学部の授業科目を担当（兼担）する教員が新たに発生することとなるが、各学部等における担

当授業科目数の調整を行うなど、これらの教員における負担が著しく増加しないよう工夫を行い、教員のエ

フォート管理に努めながら円滑な教育研究活動を実施する。 

 全学横断型で開講している「学部間共通科目」については、経済学部経済学科で５人、経済学部社会経済

学科で３人、スポーツ情報学部で３人の基幹教員が科目を担当する計画としている。これらの教員は、現在

も学部間共通科目を担当する教員であり、経済学部再編及びスポーツ情報学部設置後も、継続して学部間共

通科目を担当する教員である。これまでの学内運営を踏まえ、今後も当該２学部と、学部間共通科目の運営

を担う全学連携教育機構が連携しながら円滑な運営を行う。 

 

（ｴ）施設・設備の変更内容 

令和９年４月における本学の収容定員の変更（増加）については経済学部の再編による２学科設置及びス

ポーツ情報学部設置に伴うものであり、両学部はいずれも多摩キャンパスを校地として教育研究を行うこと

から、多摩キャンパス施設・設備の変更内容について記載する。 

経済学部、スポーツ情報学部の校地である多摩キャンパスは1978年のキャンパス移転以来、法学部の

キャンパス移転を行った2023年４月に至るまでの50年間において、施設等の更新・充実化を図りながら約

20,000人の学生（大学院生を含む）が学ぶ大規模キャンパスとして本学の文系領域を中心とした教育研究の

拠点となっている。令和８年現在、多摩キャンパスには経済学部、商学部、文学部、総合政策学部、国際経

営学部を置いており、各学部棟（３、５、７、11号館）や研究棟（２号館）、大規模教室を多数配置する８

号館、GLOBAL GATEWAY CHUO（グローバル館）、FOREST GATEWAY CHUO（学部共通棟）のほか、中央図書館、

学生研究棟（炎の塔）、屋内・屋外スポーツ施設（第一・第二体育館、陸上競技場、野球場、ラグビー場、

射撃場、馬場、ゴルフ練習場等）、多目的ホール（９号館）、学生食堂棟及び学生関連棟など、緑豊かな広

大な敷地で快適に修学できる環境を整えている。キャンパスの校舎敷地は40万㎡を超える広大さであり、

大学設置基準を大きく上回っている。新たに設置するスポーツ情報学部の収容定員1,180人が多摩キャンパ

スで学修する2030年度（完成年度）においてもなお、大学設置基準を大きく上回る状況にかわりはなく、

スポーツ情報学部はもとより、他の学部の教育環境に影響は生じない。なお、法学部・法学研究科の移転に

伴い6,000人以上の学生が学びの拠点を茗荷谷キャンパスに移している。主に法学部の授業にて使用してい

た６号館については、令和５年度以降は学内の共用施設として多様な方法により利用しており、令和９年度

以降は主にスポーツ情報学部の教場及び教員個人研究室・共同研究室等として使用する計画としている。 
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① 校地、運動場の整備計画 

上述のとおり、多摩キャンパスは40万㎡を超える広大な校地を有し、キャンパスに置かれる学部・研究

科の全学年が集って授業から課外活動、資格試験の学修まで、ワンキャンパスで行うことのできる環境を揃

えている。キャンパス内にはテーブル・ベンチを点在させており学生間の交流や休息スペースとして活用し

ていることに加えて、２号館３階屋外エントランスホール、GLOBAL GATEWAY CHUO（グローバル館）、

FOREST GATEWAY CHUO（学部共通棟）においては全学生が利用できる自習スペース、そして教員と学生、学

生間の交流を促進するスペースとして柔軟に活用できるよう環境を整備している。この点は経済学部の再編、

スポーツ情報学部の設置に伴う変更は生じない。 

また、多摩キャンパス内には運動施設・厚生補導施設として２つの体育館、陸上競技場、野球場、射撃場

等多数の施設を設けるほか、４号館（サークル棟）、学生関連棟（Ｃスクエア）も学生休息及び課外活動の

場所として活用している。これらの施設は基本計画書や校地校舎等の図面に示すとおり非常に広大な面積を

有し、学生のニーズに合わせた多様な活動ができる設備を配置しており、授業以外にもサークル・部会活動

または申請に応じた個人利用ができるよう配慮されている。 

多摩キャンパスにおいて、とりわけスポーツ情報学部の設置に伴い、第二体育館（附属棟を含む）と

FOREST GATEWAY CHUO（学部共通棟）の一部を当該学部の教育研究内容に則し、スポーツ実施及び測定施

設・実験室・講義室に変更する。ただし、第二体育館のアリーナ部分は教場のみならず厚生補導を行う施設

としても併存し、授業外においては引き続き学生が課外活動を行うことができるとともに、測定施設におい

ては AI カメラなどのセンサー類を常設し、データの取得が容易にできるスポーツ施設として、学生アス

リートの課外活動等を支援・強化する場所としても位置付ける。したがって校地・運動場の総合的整備状況

としては収容定員変更前と比較して、より機能・利便性の向上が見込まれる。 

 

②校舎等施設の整備計画 

 経済学部経済学科・社会経済学科は、再編前に経済学部が使用している既存の教室（７号館・８号館）を

再編後も継続して使用する。教室は現在37室（A．510人収容×3室、B．430人収容×5室、C．180人収容

×4室、D．120人収容×4室、E．45人収容×21室）あり、必修科目などの大規模授業、演習・外国語科目

等の比較的小規模な授業も含め、そのほとんどを７号館及び８号館で行う。教室の使用状況（A～Eの各講

義室における月～金の各曜日１限～５限の合計平均使用率の平均）は、令和７年度において、A：46.7％、

B：48.0％、C：61.5％、D：78.5％、E：56.3％ 程度となっている。経済学部の学科再編後の開講科目総数

は再編前と大きく変更はなく、再編後も充実した教育研究を行うにあたり、充分な施設を備えている。 

スポーツ情報学部は、多摩キャンパスの２号館、６号館、８号館、FOREST GATEWAY CHUO（学部共通棟）、

第二体育館を主たる教場として、講義室32室（580人収容×１室、430人収容×１室、180人収容×４室、

60人収容×22室、30人収容×４室）、学生居室兼研究室（実験室）（50～100㎡）14室、共同研究室（46

㎡）４室、電子工作室（60㎡）各１室、モーションキャプチャールーム（60～70㎡）２室、トレーニング

測定ルーム（170㎡）１室、アナリティクスラボ（70㎡）２室、PCルーム（80台）１室を使用することが

可能となっている。特に工学関係（データサイエンス）に必要な「実験・実習工場」の施設として情報処理
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関連施設・設備を整備する。この施設に関しては、前述の通り約80台のPCを設置するPCルームを整備す

るほか、学生貸し出し用PCとして30台を整備する。なお、６号館と第二体育館・第二体育館付属棟はス

ポーツ情報学部の設置に伴い改修工事を行うが、令和９年２月に工事の完了を予定し、４月には室内に設置

する施設・設備も含めて使用できる状態とする計画であるため、新設学部の教育研究の実施には問題は生じ

ない。また、本学では原則として全学の施設・設備を共有で運用することとしているため、これらの施設・

設備以外の共用施設の活用も含めると、本学部の教育研究活動を支える施設について十全に提供できる状況

となっている。 

スポーツ情報学部の教育を展開するうえで使用頻度の高くなる教室は、学生の習熟度に応じたクラス設定

を行う授業や演習を行う授業において使用する６号館の小教室（30人もしくは60人収容）のほか、学生の

履修選択に応じた人数を収容する６号館中教室（180人収容）、全学生が必修となる講義科目を実施する８

号館大教室（430～580人収容）であることを予定している。 

とりわけ、必修科目等で履修者150名を超える大規模講義については、収容人数の他、設備として、モニ

ター、PC、プロジェクタ―、録画機器等の一般的な情報機器や、LMS等を使用できるWi-Fi環境が授業実施

上の必要要件であるが、それらを十分な水準で満たす８号館教室の既存の施設・設備を原則としてそのまま

使用することとしている。なお、令和８年度現在、８号館教室（全学共用利用施設）は現在21室（A．500

人～580人収容×８室、B．430人収容×９室、C．280人～300人収容×４室）あり、経済学部・商学部・

総合政策学部の必修科目等、大規模授業で使用されているが、令和７年度における使用率の平均は30.2％

【資料４】、平日の２時限目～４時限目に限っても52.4%であり、スポーツ情報学部の大規模授業をすべて

８号館で実施しても十分に余裕がある状態である。８号館以外の施設についても、時間割上から想定される

稼働状況からすると、収容定員1,180名（完成年度）の学部における教育研究活動を展開するうえでは、全

学の共用施設も含めてなお十分な余裕がある。また、６号館と５号館を連結するスペース（１～３階）に

ラーニングコモンズとしての機能も有するスペースを整備し、複数の大型モニターを設置するなど、各種ゼ

ミやプロジェクト科目などのグループ活動、発表スペースなどを兼ねた拠点と位置付けるとともに、学生の

自主的な学修を促進するためのフリースペースも併設する。 

加えて、基幹教員一人ひとりに個人研究（執務）室が割り当てられ、日常的なオフィスアワーでも活用さ

れるほか、学生居室兼研究室（実験室）、共同研究室を整備している。これらの研究室や実験室には、個々

の教員の専門分野の研究推進に必要な最先端の実験施設や情報機器を取り揃える計画としており、専門演習

などの活動を通じて、学生は配属された個々の研究室に整備される機器を使用することも可能とするなど、

教育研究環境の充実を図っていく。 

他学部への影響として、スポーツ情報学部の設置に伴い、上述のとおり他の学部と共用である８号館教室

については稼働率が上昇することが見込まれるが、令和７年度において７号館・８号館の稼働状況は非常に

余裕があること、すでに令和７年度は当該学部の開設準備に伴い、共用施設として使用していた６号館につ

いても通常授業による使用は行っていないが、他の学部への特段の支障は生じていないことも踏まえると、

経済学部の再編による２学科設置・スポーツ情報学部の設置によって、大学全体の収容定員が1,180名増加

した後にあってもその影響は特段生じない。さらに、スポーツ情報学部の設置に伴い、施設設備の拡充や
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ラーニングコモンズの増設等を行うことを踏まえると、多摩キャンパスに通学する学生の学修環境は収容定

員変更前と比較して充実すると言える。 

③図書等の資料及び図書館の整備計画 

本学での図書資料の収集・閲覧は、中央図書館及び各学部・学科付設の専門図書室を中心に行っている。

多摩キャンパスに位置する学部・研究科に関連する図書資料の収集・閲覧は、主として中央図書館にて行う。 

 本学の蔵書数は、大学全体で図書が約372万冊（電子図書を含む）、学術雑誌が約13万冊（電子ジャー

ナル含む）(令和７年度)である。蔵書構成の特徴としては、英吉利法律学校以来の伝統を受けて、特に法律

関係の蔵書が多く、国内外の官報、判例集、議会関係資料等を豊富に揃えていることに加えて、総合大学と

して幅広い学問領域・水準に対応しており、経済学部経済学科・社会経済学科及びスポーツ情報学部の完成

年度に向けて、さらに基本計画書に記載のとおり充実していく計画である。これらの図書資料は、すべて中

央大学図書館蔵書検索システム（CHOIS）によって蔵書管理され、インターネットを利用して、パソコンや

スマートフォンから検索することができる。所蔵の有無の確認はもちろん、貸出中資料の予約や他キャンパ

スからの取り寄せも可能である。 

 また、学内 LAN を通じて論文情報や各種データを検索する情報検索データベース 90 件以上（JDreamⅢ、 

Web of Science、EconLit 等）及び電子ジャーナル約 95,000 以上タイトル（Wiley Online Library、 

Springer Link、IEEE）が利用可能である。電子データベースについても基本計画書に記載のとおり、完成

年度に向けて更なる充実化を目指している。また、データベースや電子ジャーナルの多くは SSL-VPN接続や

学認接続により、リモートアクセス可能となっている。JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連合）にも参

加し、高騰する電子リソースの安定的な利用者への提供を目指している。 

 図書館で所蔵していない資料の利用については、国内の大学図書館との文献複写・相互貸借（NACSIS― 

ILL）や国立国会図書館デジタル化資料送信サービスや OCLCが提供する資料相互利用システム等を活用して、

国内外の図書館や各種研究機関からの資料提供を行っている。あわせて、他大学や研究機関の図書館を紹介

するなど、効率的な学術情報の収集をサポートも行う。 

次に図書館設備について、多摩キャンパスに所在する中央図書館は 14,000 ㎡を超える面積、1,500 以上

の閲覧席数を有するほか、利用者の質問の対応や文献検索の助言を行うレファレンス・ルームを置き、蔵書

検索を行うための CHOIS 検索機をはじめ、データベース情報検索機や CD-ROM 検索のための検索機も設置し、

その充実化に努めている。また、CHOIS アドバイザーがレファレンス・ルームに待機し、学生をはじめとす

る利用者の検索をサポートしている。さらに、情報リテラシールーム CITRAS、ICTを活用したコンテンツ作

成やグループ学修等ができるグループパフォーマンスルーム、国連寄託図書館及び EU 情報センターの指定

を受けた国際機関資料室など、学生の多様な学修及び研究を的確に支援するための施設設備を整備している。 

 以上のように、経済学部の再編による２学科設置、スポーツ情報学部の新設に伴う施設・設備については、

新設となるスポーツ情報学部の教育・研究内容に即した施設設備の充実を予定しており、収容定員変更前の

施設・設備と比較して同等以上の内容を担保している。 

以 上 
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   資料１ 教育課程等の概要（経済学部経済学科） 

   資料２ 教育課程等の概要（経済学部社会経済学科） 

   資料３ 教育課程等の概要（スポーツ情報学部スポーツ情報学科） 

   資料４ 2025 年度 多摩キャンパス 8号館教室 授業実施状況 
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経済入門 1前 ○ 2 ○ 2 4 4 メディア

基礎ミクロ経済学 1前 ○ 4 ○ 2 1 メディア

基礎数学 1前 2 ○ 1 1

統計リテラシー 1後 ○ 2 ○ 6 メディア

基礎マクロ経済学 1後 ○ 4 ○ 2 1 メディア

小計(5科目) － － 12 2 0 7 5 0 0 0 11 －

経済政策論 2前 ○ 4 ○ 2 1

中級ミクロ経済学 2前 ○ 4 ○ 1 1

人口論 2前 ○ 4 ○ 1

空間経済学 2前 ○ 4 ○ 1

金融論 2前 ○ 4 ○ 1

公共経済学 2前 ○ 4 ○ 1 1

国際経済学 2前 ○ 4 ○ 1 1

財政学 2後 ○ 4 ○ 1

中級マクロ経済学 2後 ○ 4 ○ 2

環境経済学 2後 ○ 4 ○ 1

国際金融論 2後 ○ 4 ○ 1

国際開発論 2後 ○ 4 ○ 1

小計(12科目) － － 0 48 0 7 6 0 1 0 3 －

ゲーム理論Ⅰ 2前 ○ 2 ○ 1

計量経済学 2前 ○ 4 ○ 1

実践経済データ分析Ⅰ 2後 ○ 2 〇 1

実践経済データ分析Ⅱ 2前 ○ 2 〇 1

実践経済データ分析Ⅲ 2前 ○ 2 〇 1

実践経済データ分析Ⅳ 2前 ○ 2 〇 1

ゲーム理論Ⅱ 2後 ○ 2 ○ 1

公共政策 3前 ○ 4 ○ 1

交通経済論 3前 ○ 4 ○ 1

国際公共政策 3前 ○ 4 ○ 1

世界経済論 3前 ○ 4 ○ 1

国際経済政策 3前 ○ 4 ○ 1

地方財政論 3前 ○ 4 ○ 1

労働経済学 3前 ○ 4 ○ 1

経済変動論 3前 ○ 2 ○ 1

数理経済学 3前 ○ 2 ○ 1

公益企業論 3後 ○ 4 ○ 1

環境会計論 3後 ○ 4 ○ 1

外国為替論 3後 ○ 4 ○ 1

金融制度論 3後 ○ 4 ○ 1

小計(20科目) － － 0 64 0 8 5 0 1 0 3 －

経済数学Ⅰ 2前 2 ○ 1

Economics SeminarⅠ 2前 2 〇 1

国際協力論 2前 2 ○ 1

経済数学Ⅱ 2後 2 ○ 1

アジア経済論Ⅰ 3前 2 ○ 1

アジア経済論Ⅱ 3前 2 ○ 1

産業組織論Ⅰ 3前 2 ○ 1

産業組織論Ⅱ 3後 2 ○ 1

費用便益分析 3後 2 ○ 1

開発と環境 3前 2 ○ 1

環境政策Ⅰ 3前 2 ○ 1

環境政策Ⅱ 3前 2 ○ 1

健康経済学Ⅰ 3後 2 ○ 1

健康経済学Ⅱ 3後 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経済学部経済学科）

科
目

区
分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

－

－

－
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目
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入
科
目

学
科
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礎
科
目

学
科
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科
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学
科
関
連
科
目

－設置等の趣旨（資料）ー2－
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授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

租税論 3後 2 ○ 1

国際投資論 3前 2 ○ 1

日本経済論Ⅰ 3前 2 ○ 1

日本経済論Ⅱ 3前 2 ○ 1

社会と環境 3前 2 ○ 1

企業と環境 3前 2 ○ 1

開発金融論 3前 2 ○ 1

環境リスク論 3後 2 ○ 1

中国経済論 3後 2 ○ 1

Economics SeminarⅡ 3後 2 〇 1

EU経済論Ⅰ 3前 2 ○ 1

EU経済論Ⅱ 3前 2 ○ 1

米国経済論Ⅰ 3前 2 ○ 1

米国経済論Ⅱ 3前 2 ○ 1

多国籍企業論 3前 2 ○ 1

小計(29科目) － － 0 58 0 3 5 0 0 0 9 －

入門演習 1前 ○ 2 ○ 6 10 2 20

会計入門 1前 ○ 2 ○ 1 1

簿記入門 1後 ○ 2 ○ 1 1 メディア

統計学 2前 4 ○ 1

国民経済計算論 2前 ○ 2 ○ 1

西洋経済史 2後 4 ○ 2

日本経済史 2後 4 ○ 2

経済学史 2後 4 ○ 2

社会思想史 2後 4 ○ 1

産業構造論 2後 ○ 4 ○ 1

小計(10科目) － － 0 32 0 7 10 0 2 0 21 －

社会保障論 3･4前 4 ○ 1

労使関係論 3･4前 4 ○ 1

農業経済論 3･4前 4 ○ 1

地域システム 3･4前 4 ○ 1

ジェンダーと労働Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

ジェンダーと労働Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

流通システムⅠ 3･4後 2 ○ 1

流通システムⅡ 3･4後 2 ○ 1

経営戦略論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

経営戦略論Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

経営組織論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

経営組織論Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

アジア経営論 3･4前 2 ○ 1

システムデザイン 3･4前 4 ○ 2

国際経営論Ⅰ 3･4後 2 ○ 1

国際経営論Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

ICT応用演習 3･4通 4 ○ 1

証券市場論 3･4後 2 ○ 1

生産システムⅠ 3･4前 2 ○ 1

生産システムⅡ 3･4後 2 ○ 1

監査論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

監査論Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

税務会計論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

税務会計論Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

先端産業論 3･4前 2 ○ 1

ベンチャー起業論 3･4後 2 ○ 1

社会福祉論 3･4後 4 ○ 1

中小企業論 3･4後 4 ○ 1

経済統計 3･4後 4 ○ 1

応用統計 3･4後 4 ○ 1

演習１ 2通 4 ○ 15 13 1 30

学
部
科
目

専
門
教
育
科
目

－

－

学
部
基
礎
科
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学
部
発
展
科
目
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業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

演習２ 3通 4 ○ 15 11 2 28

演習３ 4通 6 ○ 15 11 1 28

小計(33科目) － － 0 94 0 15 14 0 2 0 41 －

行政学 2後 4 ○ 1

地方自治論 3前 2 ○ 1

小計(2科目) － － 0 6 0 1 0 0 0 0 1 －

憲法Ⅰ 1前 2 ○ 1 メディア

憲法Ⅱ 1前 2 ○ 1 メディア

民法Ⅰa 2前 2 ○ 1 メディア

民法Ⅰb 2後 2 ○ 1 メディア

商法Ⅰa 2後 2 ○ 1

商法Ⅰb 2後 2 ○ 1

行政法Ⅰ 3･4前 2 ○ 1 メディア

行政法Ⅱ 3･4後 2 ○ 1 メディア

商法Ⅱa 3･4前 2 ○ 1 メディア

商法Ⅱb 3･4前 2 ○ 1 メディア

国際法Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

国際法Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

小計(12科目) － － 0 24 0 0 0 0 0 0 5 －

総合講座Ⅰ 1･2･3･4後 4 ○ 1

総合講座Ⅱ 1･2･3･4前 4 ○ 1

総合講座Ⅲ 1･2･3･4前･後 2 ○ 2 3

総合講座Ⅳ 1･2･3･4後 2 ○ 5

キャリアデザイン 1前･後 2 ○ 1

ビジネス・プロジェクト講座 1前･後 2 ○ 1

グローカル・フィールド・スタディーズⅠ 1･2･3･4休 1 ○ 2 1 6 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅡ 1･2･3･4休 1 ○ 2 1 6 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅢ 1･2･3･4休 1 ○ 2 1 6 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅣ 1･2･3･4休 1 ○ 2 1 6 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅤ 1･2･3･4休 1 ○ 1 2 1 4 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅥ 1･2･3･4休 1 ○ 1 2 1 4 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅦ 1･2･3･4休 1 ○ 1 2 1 4 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅧ 1･2･3･4休 1 ○ 1 2 1 4 標準外

特別講義Ⅰ 2･3･4後 2 ○ 1

特別講義Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1

特別講義Ⅲ 2･3･4後 2 ○ 1

特別講義Ⅳ 2･3･4前 2 ○ 1

特別講義Ⅴ 2･3･4前 2 ○ 1

特別講義Ⅵ 2･3･4後 2 ○ 1

海外インターンシップ演習 2･3･4前 2 ○ 1 2

海外インターンシップ実習 2･3･4休 2 ○ 1 2 標準外

インターンシップ 2･3･4通 4 ○ 2 標準外　※実験・実習

特殊講義Ⅰ 3･4後 2 ○ 1

特殊講義Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

特殊講義Ⅲ 3･4前 2 ○ 1

特殊講義Ⅳ 3･4前 2 ○ 1

小計(27科目) － － 0 52 0 7 3 0 2 0 22 －

上級ミクロ経済学Ⅰ 3前 2 ○ 1

上級ミクロ経済学Ⅱ 3後 2 ○ 1

上級マクロ経済学Ⅰ 3前 2 ○ 1

上級マクロ経済学Ⅱ 3後 2 ○ 1

小計(4科目) － － 0 8 0 2 0 0 0 0 0 －

学術情報の探索・活用法 1・2前・後 2 ○ 1 メディア

小計(1科目) － － 0 0 2 0 0 0 0 0 1 －

ＦＬＰ演習Ａ 2通 4 ○ 1 2 18 メディア

ＦＬＰ演習Ｂ 3通 4 ○ 1 2 18 メディア

ＦＬＰ演習Ｃ 4通 4 ○ 1 3 18 メディア

グローバル・テュートリアル 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

行
政
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律

関
連
科
目

自
由
選
択
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目

－

－

－

－

－

－

大
学
院
科
目

－設置等の趣旨（資料）ー4－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科
目

区
分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

専門インターンシップ 1･2･3･4休 1 ○ 1 標準外

グローバル総合講座 2･3･4前･後 2 ○ 2 オムニバス・共同（一部）

グローバル集中講義 2･3･4休 1 ○ 2 標準外

グローバル遠隔ラーニング 2･3･4後 2 ○ 1 メディア

グローバルアクティブラーニング 2･3･4前 1 ○ 1

短期留学プログラムⅠ 1･2･3･4前 4 ○ 1 3 標準外・メディア

短期留学プログラムⅡ 1･2･3･4前 4 ○ 1 3 標準外・メディア

短期留学プログラムⅢ 1･2･3･4前･後 2 ○ 8 標準外・メディア

短期留学プログラムⅣ 1･2･3･4前･後 2 ○ 8 標準外・メディア

AI・データサイエンスと現代社会 1･2･3･4前･後 2 ○ 3 オムニバス・メディア

AI・データサイエンス総合 1･2･3･4前･後 2 ○ 5
オムニバス・共同（一部）・メ
ディア

AI・データサイエンスツールⅠ 1･2･3･4後 2 ○ 2 オムニバス・メディア　※演習

AI・データサイエンスツールⅡ 1･2･3･4前 2 ○ 1 メディア

AI・データサイエンスツールⅢ 1･2･3･4後 2 ○ 2
オムニバス・共同（一部）・メディア
※演習

AI・データサイエンスツールⅣ 1･2･3･4後 2 ○ 1 メディア

AI・データサイエンス演習Ａ(1) 2前 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習Ａ(2) 2後 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習Ｂ(1) 3前 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習Ｂ(2) 3後 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習Ⅽ(1) 4前 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習Ⅽ(2) 4後 2 ○ 4 メディア

大学生のための論文作成の技法（基礎編） 1･2･3･4前･後 2 ○ 1 メディア

大学生のための論文作成の技法（発展編） 1･2･3･4前･後 2 ○ 1 メディア

小計(27科目) － － 0 61 0 1 4 0 0 0 47 －

英語１ａ 1前 1 ○ 1 2 17

英語１ｂ 1後 1 ○ 1 2 17

英語２ａ 1前 1 〇 1 4 19

英語２ｂ 1後 1 〇 1 4 19

ドイツ語１ａ 1前 1 ○ 1 4

ドイツ語１ｂ 1後 1 ○ 1 4

ドイツ語２ａ 1前 1 〇 1 6

ドイツ語２ｂ 1後 1 〇 1 6

フランス語１ａ 1前 1 ○ 1 1 4

フランス語１ｂ 1後 1 ○ 1 1 4

フランス語２ａ 1前 1 〇 5

フランス語２ｂ 1後 1 〇 5

中国語１ａ 1前 1 ○ 1 1 12

中国語１ｂ 1後 1 ○ 1 1 12

中国語２ａ 1前 1 〇 1 1 12

中国語２ｂ 1後 1 〇 1 1 12

スペイン語１ａ 1前 1 ○ 1 5

スペイン語１ｂ 1後 1 ○ 1 5

スペイン語２ａ 1前 1 〇 1 4

スペイン語２ｂ 1後 1 〇 1 4

朝鮮語１ａ 1前 1 ○ 3

朝鮮語１ｂ 1後 1 ○ 3

朝鮮語２ａ 1前 1 〇 2

朝鮮語２ｂ 1後 1 〇 2

英語３ａ 2前 1 ○ 1 2 16

英語３ｂ 2後 1 ○ 1 2 16

英語４ａ 2前 1 〇 1 3 19

英語４ｂ 2後 1 〇 1 3 19

ドイツ語３ａ 2前 1 ○ 5

ドイツ語３ｂ 2後 1 ○ 5

ドイツ語４ａ 2前 1 〇 1 6

ドイツ語４ｂ 2後 1 〇 1 6

フランス語３ａ 2前 1 ○ 1 1 3

フランス語３ｂ 2後 1 ○ 1 1 3

－
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部
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系
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フランス語４ａ 2前 1 〇 1 1 3

フランス語４ｂ 2後 1 〇 1 1 3

中国語３ａ 2前 1 ○ 1 1 12

中国語３ｂ 2後 1 ○ 1 1 12

中国語４ａ 2前 1 〇 1 1 8

中国語４ｂ 2後 1 〇 1 1 8

スペイン語３ａ 2前 1 ○ 1 4

スペイン語３ｂ 2後 1 ○ 1 4

スペイン語４ａ 2前 1 〇 7

スペイン語４ｂ 2後 1 〇 7

朝鮮語３ａ 2前 1 ○ 2

朝鮮語３ｂ 2後 1 ○ 2

朝鮮語４ａ 2前 1 〇 3

朝鮮語４ｂ 2後 1 〇 3

小計(48科目) － － 0 48 0 3 7 0 1 0 76 －

オーラル・コミュニケーション（英語１ａ） 1･2･3･4前 1 〇 2 5

オーラル・コミュニケーション（英語１ｂ） 1･2･3･4後 1 〇 2 5

オーラル・コミュニケーション（英語２ａ） 1･2･3･4前 1 〇 2 5

オーラル・コミュニケーション（英語２ｂ） 1･2･3･4後 1 〇 2 5

特設英語１ａ 1･2･3･4前 1 ○ 1 2 1

特設英語１ｂ 1･2･3･4後 1 ○ 1 2 1

特設英語２ａ 1･2･3･4前 1 ○ 3 2

特設英語２ｂ 1･2･3･4後 1 ○ 3 2

特設中国語１ａ 1前 1 ○ 1

特設中国語１ｂ 1後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（ドイツ語１ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（ドイツ語１ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（ドイツ語２ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（ドイツ語２ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（フランス語１ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（フランス語１ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（フランス語２ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（フランス語２ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（中国語１ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（中国語１ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（中国語２ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（中国語２ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（スペイン語１ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（スペイン語１ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（スペイン語２ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（スペイン語２ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（朝鮮語１ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（朝鮮語１ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（朝鮮語２ａ） 2･3･4前 1 〇 1

オーラル・コミュニケーション（朝鮮語２ｂ） 2･3･4後 1 〇 1

特設ドイツ語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設ドイツ語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設ドイツ語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設ドイツ語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設フランス語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設フランス語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設フランス語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設フランス語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設中国語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設中国語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設スペイン語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設スペイン語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設スペイン語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

－

外
国
語
科
目

Ⅱ
系
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単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

特設スペイン語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

小計(44科目) － － 0 44 0 1 4 0 1 0 19 －

上級英語１ 2･3･4前 2 〇 1

上級英語２ 2･3･4後 2 〇 1

上級英語３ 2･3･4前 2 〇 1

上級英語４ 2･3･4後 2 〇 1

上級英語５ 2･3･4前 2 〇 1

上級英語６ 2･3･4後 2 〇 1

上級ドイツ語１ａ 2･3･4前 1 〇 1

上級ドイツ語１ｂ 2･3･4後 1 〇 1

上級ドイツ語２ａ 2･3･4前 1 〇 1

上級ドイツ語２ｂ 2･3･4後 1 〇 1

上級フランス語１ａ 2･3･4前 1 〇 1

上級フランス語１ｂ 2･3･4後 1 〇 1

上級フランス語２ａ 2･3･4前 1 〇 1

上級フランス語２ｂ 2･3･4後 1 〇 1

上級中国語１ａ 2･3･4前 1 〇 1

上級中国語１ｂ 2･3･4後 1 〇 1

上級中国語２ａ 2･3･4前 1 〇 1

上級中国語２ｂ 2･3･4後 1 〇 1

上級スペイン語１ａ 2･3･4前 1 〇 1

上級スペイン語１ｂ 2･3･4後 1 〇 1

上級スペイン語２ａ 2･3･4前 1 〇 1

上級スペイン語２ｂ 2･3･4後 1 〇 1

小計(22科目) － － 0 28 0 0 4 0 0 0 4 －

日本語AⅠ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅡ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅢ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅣ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅠ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅡ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅢ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅣ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅠ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅡ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅢ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅣ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅠ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅡ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅢ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅣ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

小計(16科目) － － 0 16 0 0 0 0 0 0 6 －

日本語BⅠ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅡ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅠ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅡ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅠ（3） 2前 1 ○ 2 ※演習

日本語BⅡ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅠ（4） 2後 1 ○ 2 ※演習

日本語BⅡ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

小計(8科目) － － 0 8 0 0 0 0 0 0 3 －－

－

A
コ
ー

ス

B
コ
ー

ス

各
学
部
共
通
・
日
本
語
科
目
等

特
別
科
目

－

－

Ⅲ
系

－設置等の趣旨（資料）ー7－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

科
目

区
分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

健康・スポーツ科学論 1前･後 2 ○ 1 2

健康・スポーツ実習Ⅰａ 1前 1 ○ 2 11 メディア

健康・スポーツ実習Ⅰｂ 1後 1 ○ 2 11 メディア

健康・スポーツ実習Ⅱａ 2･3･4前 1 ○ 1 4

健康・スポーツ実習Ⅱｂ 2･3･4後 1 ○ 2 5

健康・スポーツ実習Ⅲａ 2･3･4前 2 ○ 1 1 標準外

健康・スポーツ実習Ⅲｂ 2･3･4後 2 ○ 1 1 標準外

小計(7科目) － － 4 6 0 0 2 0 0 0 14 －

哲学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

日本史概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

アジア史概論 1･2･3･4前 4 ○ 1

欧米史概論 1･2･3･4後 4 ○ 1

心理学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

総合教育科目演習Ⅰ（人文） 1通 4 ○ 1

小計(6科目) － － 0 24 0 1 0 0 0 0 5 －

政治学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

社会学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

法学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

社会人類学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

総合教育科目演習Ⅰ（社会） 1通 4 ○ 1 1

小計(5科目) － － 0 20 0 1 0 0 0 0 3 －

地球科学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

生命科学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

微分積分Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1 1

微分積分Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

線形代数Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1 2

線形代数Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 2

確率・統計Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1 1

確率・統計Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

総合教育科目演習Ⅰ（自然） 1通 4 ○ 1 1

小計(9科目) － － 0 24 0 1 0 0 0 0 3 －

倫理学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

日本史 1･2･3･4前 2 ○ 1

アジア史 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

欧米史 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

心理学 1･2･3･4後 2 ○ 1

文学A 1･2･3･4前 2 ○ 1 2

文学B 1･2･3･4後 2 ○ 1 2

政治学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

社会学 1･2･3･4後 2 ○ 1

法学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

社会人類学 1･2･3･4後 2 ○ 1

人権論 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

地球科学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

生命科学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

物理科学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

地球環境論 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

地誌学 1･2･3･4前 2 ○ 1

国際教養A 1･2･3･4後 2 ○ 1

国際教養B 1･2･3･4前 2 ○ 1 1

国際教養C 1･2･3･4前 2 ○ 1

国際教養D 1･2･3･4後 2 ○ 1

国際教養E 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

言語と文化A 1･2･3･4後 2 ○ 1

言語と文化B 1･2･3･4前 2 ○ 1 1

言語と文化C 1･2･3･4後 2 ○ 1

言語と文化D 1･2･3･4後 2 ○ 1

言語と文化E 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

－

社
会
科
学

　
　
自
然
科
学

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

総
合
教
育
科
目

基
本
科
目

人
文
科
学

－

－

－
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総合教育科目演習Ⅱ（人文） 2･3･4通 4 ○ 1

総合教育科目演習Ⅱ（社会） 2･3･4通 4 ○ 1 1

総合教育科目演習Ⅱ（自然） 2･3･4通 4 ○ 1 1

小計(30科目) － － 0 66 0 4 4 0 1 0 21 －

日本史(教職) 1前 2 ○ 1

外国史 1後 2 ○ 1

人文地理学 1前･後 2 ○ 1

自然地理学 1前･後 2 ○ 1

地誌学(教職) 1前･後 2 ○ 2

社会科・地理歴史科教育法1 3前 2 ○ 2

社会科・地理歴史科教育法2 3後 2 ○ 2

社会科・公民科教育法1 3前 2 ○ 3

社会科・公民科教育法2 3後 2 ○ 3

職業指導Ⅰ 3前 2 ○ 1

職業指導Ⅱ 3後 2 ○ 1

商業科教育法1 3前 2 ○ 1

商業科教育法2 3後 2 ○ 1

小計(13科目) ー － 0 0 26 0 0 0 0 0 11 －

－ － 16 733 28 20 18 0 2 0 235 －

授業期間等

学位又は称号

－

－

合計(390科目)

１時限の授業の標準時間 100分

14週

2学期

■「専門教育科目」区分から68単位以上修得
・「学科導入科目」区分の「経済入門」「基礎ミクロ経済学」「統計リテラシー」「基
礎マクロ経済学」４科目12単位必修
・「学科基礎科目」区分の「経済政策論」から「中級マクロ経済学」までの授業科目の
中から５科目20単位以上修得
　経済政策コースは、「経済政策論」１科目４単位修得、「中級ミクロ経済学」「公共
経済学」「中級マクロ経済学」から１科目４単位以上修得、「人口論」「空間経済学」
から１科目４単位以上修得
　国際経済コースは、「国際経済学」１科目４単位修得、「人口論」「空間経済学」か
ら１科目４単位以上修得
・「学科基礎科目」区分の「環境経済学」から「国際開発論」までの授業科目の中から
１科目４単位以上修得
　国際経済コースは、「国際金融論」「国際開発論」から１科目４単位以上修得
・「学科発展科目」区分から12単位以上修得

経済政策コースは、「ゲーム理論Ⅰ」「ゲーム理論Ⅱ」「公共政策」「交通経済論」
「地方財政論」「労働経済学」「経済変動論」「数理経済学」から４単位以上修得
　国際経済コースは、「国際公共政策」「世界経済論」「国際経済政策」「外国為替
論」から１科目４単位以上修得
・「学部基礎科目」区分の「会計入門」から「産業構造論」までの授業科目の中から８
単位以上修得、ただし、「日本経済史」「西洋経済史」の２科目とも単位を修得した場
合には、選択必修の８単位に含めることができるのは４単位までとする。
・「学部発展科目」区分は「社会保障論」から「演習３」までの授業科目の中から12単
位以上修得、ただし、学科発展科目及の３年次および４年次配当科目のうち12単位を超
えて修得した単位数ならびに学科関連科目の３年次および４年次配当科目から修得した
単位数を算入する。
■「外国語科目」区分から14単位以上修得
・英語６単位以上修得
・Ⅰ系から英語以外の１ヵ国語６単位以上修得
・卒業に必要な単位数に含めることができるのは28単位を限度とする
■「健康・スポーツ科目」区分から４単位以上修得
・「健康・スポーツ科学論」から「健康・スポーツ実習Ⅰb」までの３科目４単位修得
・卒業に必要な単位数に含めることができるのは７単位を限度とする
■「総合教育科目」区分から24単位以上修得
・「基本科目」区分のうち「人文科学」区分から４単位、「社会科学」区分から４単
位、「自然科学」区分から４単位以上修得
・卒業に必要な単位数に含めることができるのは36単位を限度とする
■卒業単位として認める単位を124単位以上修得
（履修科目の登録上限（年間）：49単位）

卒業・修了要件及び履修方法

経済学関係学位又は学科の分野学士（経済学）

教
職
科
目

－

１学年の学期区分

１学期の授業期間

－設置等の趣旨（資料）ー9－
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経済入門 1前 ○ 2 ○ 1 3 6 メディア

現代経済学入門 1前 ○ 4 ○ 1 1 メディア

基礎数学 1前 2 ○ 2

統計リテラシー 1後 ○ 2 ○ 2 4 メディア

マルクス経済学 1後 ○ 4 ○ 1 1 メディア

小計(5科目) － － 12 2 0 5 4 0 0 0 12 －

独占資本主義論 2前 ○ 4 ○ 1 1

社会政策 2前 ○ 4 ○ 2

経営学 2前 ○ 4 ○ 1

人口分析 2前 ○ 4 ○ 1

財政学 2前 ○ 4 ○ 1

金融論 2後 ○ 4 ○ 1

小計(6科目) － － 0 24 0 3 4 0 0 0 1 －

財務会計論 2前 ○ 4 ○ 1

計量経済学 2前 ○ 4 ○ 1

ICTスキル 2前 ○ 4 ○ 4

管理会計論 2後 ○ 4 ○ 1

社会保障論 3前 ○ 4 ○ 1

労使関係論 3前 ○ 4 ○ 1

農業経済論 3前 ○ 4 ○ 1

地域システム 3前 ○ 4 ○ 1

地方財政論 3前 ○ 4 ○ 1

社会福祉論 3後 ○ 4 ○ 1

金融制度論 3後 ○ 4 ○ 1

中小企業論 3後 ○ 4 ○ 1

経済統計 3後 ○ 4 ○ 1

応用統計 3後 ○ 4 ○ 1

小計(14科目) － － 0 56 0 7 2 0 1 0 5 －

入門ICT演習 1前 2 ○ 1 1 5

国際関係論Ⅰ 2前 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2前 2 ○ 1

データ分析演習 2前･後 2 ○ 1 1

ジェンダーと労働Ⅰ 3前 2 ○ 1

ジェンダーと労働Ⅱ 3後 2 ○ 1

流通システムⅠ 3後 2 ○ 1

流通システムⅡ 3後 2 ○ 1

経営戦略論Ⅰ 3前 2 ○ 1

経営戦略論Ⅱ 3後 2 ○ 1

経営組織論Ⅰ 3前 2 ○ 1

経営組織論Ⅱ 3後 2 ○ 1

アジア経営論 3前 2 ○ 1

システムデザイン 3前 4 ○ 1 1

国際経営論Ⅰ 3後 2 ○ 1

国際経営論Ⅱ 3後 2 ○ 1

ICT応用演習 3通 4 ○ 1

証券市場論 3後 2 ○ 1

生産システムⅠ 3前 2 ○ 1

生産システムⅡ 3後 2 ○ 1

監査論Ⅰ 3前 2 ○ 1

監査論Ⅱ 3後 2 ○ 1

税務会計論Ⅰ 3前 2 ○ 1

税務会計論Ⅱ 3後 2 ○ 1

学
科
科
目

学
科
導
入
科
目

－

学
科
基
礎
科
目

－

学
科
発
展
科
目

－

学
科
関
連
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経済学部社会経済学科）

科
目

区
分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
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単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

先端産業論 3前 2 ○ 1

ベンチャー起業論 3後 2 ○ 1

小計(26科目) － － 0 56 0 2 2 0 0 0 18 －

入門演習 1前 ○ 2 ○ 9 10 1 18

会計入門 1前 ○ 2 ○ 1 1

西洋経済史 1前 ○ 4 ○ 1 1

日本経済史 1前 ○ 4 ○ 2

簿記入門 1後 ○ 2 ○ 1 1 メディア

経済学史 2前 ○ 4 ○ 1 1

社会思想史 2前 ○ 4 ○ 1

統計学 2前 ○ 4 ○ 1

情報科学 2前 ○ 4 ○ 1

国民経済計算論 2前 2 ○ 1

情報数学 2後 ○ 4 ○ 1

産業構造論 2後 4 ○ 1

小計(12科目) － － 0 40 0 10 10 0 1 0 19 －

国際経済学 2前 4 ○ 2

公共経済学 2前 4 ○ 2

国際金融論 2後 4 ○ 1

環境経済学 2後 4 ○ 1

公共政策 3･4前 4 ○ 1

交通経済論 3･4前 4 ○ 1

国際公共政策 3･4前 4 ○ 1

世界経済論 3･4前 4 ○ 1

国際経済政策 3･4前 4 ○ 1

労働経済学 3･4前 4 ○ 1

経済変動論 3･4前 2 ○ 1

数理経済学 3･4前 2 ○ 1

アジア経済論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

アジア経済論Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

産業組織論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

産業組織論Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

費用便益分析 3･4後 2 ○ 1

開発と環境 3･4前 2 ○ 1

環境政策Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

環境政策Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

健康経済学Ⅰ 3･4後 2 ○ 1

健康経済学Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

租税論 3･4後 2 ○ 1

国際投資論 3･4前 2 ○ 1

日本経済論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

日本経済論Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

社会と環境 3･4前 2 ○ 1

企業と環境 3･4前 2 ○ 1

開発金融論 3･4前 2 ○ 1

環境リスク論 3･4後 2 ○ 1

中国経済論 3･4後 2 ○ 1

Economics SeminarⅡ 3･4後 2 ○ 1

EU経済論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

EU経済論Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

米国経済論Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

米国経済論Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

多国籍企業論 3･4前 2 ○ 1

公益企業論 3･4後 4 ○ 1

環境会計論 3･4後 4 ○ 1

外国為替論 3･4後 4 ○ 1

演習１ 2通 4 ○ 16 12 2 29

専
門
教
育
科
目

－

学
部
科
目

学
部
基
礎
科
目

－

学
部
発
展
科
目
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主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

演習２ 3通 4 ○ 14 13 1 28

演習３ 4通 6 ○ 14 13 1 27

小計(43科目) － － 0 120 0 16 13 0 2 0 40 －

行政学 2後 4 ○ 1

地方自治論 3前 2 ○ 1

小計(2科目) － － 0 6 0 0 0 0 0 0 2 －

憲法Ⅰ 1前 2 ○ 1 メディア

憲法Ⅱ 1前 2 ○ 1 メディア

民法Ⅰa 2前 2 ○ 1 メディア

民法Ⅰb 2後 2 ○ 1 メディア

商法Ⅰa 2後 2 ○ 1

商法Ⅰb 2後 2 ○ 1

行政法Ⅰ 3･4前 2 ○ 1 メディア

行政法Ⅱ 3･4後 2 ○ 1 メディア

商法Ⅱa 3･4前 2 ○ 1 メディア

商法Ⅱb 3･4前 2 ○ 1 メディア

国際法Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

国際法Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

小計(12科目) － － 0 24 0 0 0 0 0 0 5 －

総合講座Ⅰ 1･2･3･4後 4 ○ 1

総合講座Ⅱ 1･2･3･4前 4 ○ 1

総合講座Ⅲ 1･2･3･4前･後 2 ○ 2 3

総合講座Ⅳ 1･2･3･4後 2 ○ 2 3

キャリアデザイン 1前･後 2 ○ 1

ビジネス・プロジェクト講座 1前･後 2 ○ 1

グローカル・フィールド・スタディーズⅠ 1･2･3･4休 1 ○ 3 3 3 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅡ 1･2･3･4休 1 ○ 3 3 3 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅢ 1･2･3･4休 1 ○ 3 3 3 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅣ 1･2･3･4休 1 ○ 3 3 3 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅤ 1･2･3･4休 1 ○ 1 2 1 4 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅥ 1･2･3･4休 1 ○ 1 2 1 4 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅦ 1･2･3･4休 1 ○ 1 2 1 4 標準外

グローカル・フィールド・スタディーズⅧ 1･2･3･4休 1 ○ 1 2 1 4 標準外

特別講義Ⅰ 2･3･4後 2 ○ 1

特別講義Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1

特別講義Ⅲ 2･3･4後 2 ○ 1

特別講義Ⅳ 2･3･4前 2 ○ 1

特別講義Ⅴ 2･3･4前 2 ○ 1

特別講義Ⅵ 2･3･4後 2 ○ 1

海外インターンシップ演習 2･3･4前 2 ○ 3

海外インターンシップ実習 2･3･4休 2 ○ 3 標準外

インターンシップ 2･3･4通 4 ○ 2 標準外　※実験・実習

特殊講義Ⅰ 3･4後 2 ○ 1

特殊講義Ⅱ 3･4前 2 ○ 1

特殊講義Ⅲ 3･4前 2 ○ 1

特殊講義Ⅳ 3･4前 2 ○ 1

小計(27科目) － － 0 52 0 7 7 0 1 0 19 －

ポリティカルエコノミーⅠ 4前 2 ○ 1

ポリティカルエコノミーⅡ 4後 2 ○ 1

経済学史概論 4後 2 ○ 1

経済史概論 4前 2 ○ 1

小計(4科目) － － 0 8 0 1 1 0 0 0 1 －

学術情報の探索・活用法 1・2前・後 2 ○ 1 メディア

小計(1科目) － － 0 0 2 0 0 0 0 0 1 －

ＦＬＰ演習Ａ 2通 4 ○ 1 20 メディア

ＦＬＰ演習Ｂ 3通 4 ○ 1 20 メディア

ＦＬＰ演習Ｃ 4通 4 ○ 1 21 メディア

自
由
選
択
科
目

行
政

－

法
律

－

関
連
科
目

－

大
学
院
科
目

－

－

－
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授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

グローバル・テュートリアル 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

専門インターンシップ 1･2･3･4休 1 ○ 1 標準外

グローバル総合講座 2･3･4前･後 2 ○ 2 オムニバス・共同（一部）

グローバル集中講義 2･3･4休 1 ○ 2 標準外

グローバル遠隔ラーニング 2･3･4後 2 ○ 1 メディア

グローバルアクティブラーニング 2･3･4前 1 ○ 1

短期留学プログラムⅠ 1･2･3･4前 4 ○ 1 3 標準外・メディア

短期留学プログラムⅡ 1･2･3･4前 4 ○ 1 3 標準外・メディア

短期留学プログラムⅢ 1･2･3･4前･後 2 ○ 1 7 標準外・メディア

短期留学プログラムⅣ 1･2･3･4前･後 2 ○ 1 7 標準外・メディア

AI・データサイエンスと現代社会 1･2･3･4前･後 2 ○ 3 オムニバス・メディア

AI・データサイエンス総合 1･2･3･4前･後 2 ○ 5
オムニバス・共同（一部）・メ
ディア

AI・データサイエンスツールⅠ 1･2･3･4後 2 ○ 2 オムニバス・メディア　※演習

AI・データサイエンスツールⅡ 1･2･3･4前 2 ○ 1 メディア

AI・データサイエンスツールⅢ 1･2･3･4後 2 ○ 2
オムニバス・共同（一部）・メディア
※演習

AI・データサイエンスツールⅣ 1･2･3･4後 2 ○ 1 メディア

AI・データサイエンス演習A(1) 2前 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習A(2) 2後 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習B(1) 3前 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習B(2) 3後 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習C(1) 4前 2 ○ 4 メディア

AI・データサイエンス演習C(2) 4後 2 ○ 4 メディア

大学生のための論文作成の技法（基礎編） 1･2･3･4前･後 2 ○ 1 メディア

大学生のための論文作成の技法（発展編） 1･2･3･4前･後 2 ○ 1 メディア

小計(27科目) － － 0 61 0 2 1 0 0 0 49 －

英語１ａ 1前 1 ○ 3 1 16

英語１ｂ 1後 1 ○ 3 1 16

英語２ａ 1前 1 ○ 3 2 19

英語２ｂ 1後 1 ○ 3 2 19

ドイツ語１ａ 1前 1 ○ 1 4

ドイツ語１ｂ 1後 1 ○ 1 4

ドイツ語２ａ 1前 1 ○ 1 1 5

ドイツ語２ｂ 1後 1 ○ 1 1 5

フランス語１ａ 1前 1 ○ 1 5

フランス語１ｂ 1後 1 ○ 1 5

フランス語２ａ 1前 1 ○ 1 4

フランス語２ｂ 1後 1 ○ 1 4

中国語１ａ 1前 1 ○ 1 13

中国語１ｂ 1後 1 ○ 1 13

中国語２ａ 1前 1 ○ 1 13

中国語２ｂ 1後 1 ○ 1 13

スペイン語１ａ 1前 1 ○ 1 5

スペイン語１ｂ 1後 1 ○ 1 5

スペイン語２ａ 1前 1 ○ 1 4

スペイン語２ｂ 1後 1 ○ 1 4

朝鮮語１ａ 1前 1 ○ 3

朝鮮語１ｂ 1後 1 ○ 3

朝鮮語２ａ 1前 1 ○ 2

朝鮮語２ｂ 1後 1 ○ 2

英語３ａ 2前 1 ○ 3 1 15

英語３ｂ 2後 1 ○ 3 1 15

英語４ａ 2前 1 ○ 3 2 18

英語４ｂ 2後 1 ○ 3 2 18

ドイツ語３ａ 2前 1 ○ 1 1 3

ドイツ語３ｂ 2後 1 ○ 1 1 3

ドイツ語４ａ 2前 1 ○ 1 1 5

ドイツ語４ｂ 2後 1 ○ 1 1 5

学
部
間
共
通
科
目

－

Ⅰ
系
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授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

フランス語３ａ 2前 1 ○ 5

フランス語３ｂ 2後 1 ○ 5

フランス語４ａ 2前 1 ○ 1 4

フランス語４ｂ 2後 1 ○ 1 4

中国語３ａ 2前 1 ○ 1 13

中国語３ｂ 2後 1 ○ 1 13

中国語４ａ 2前 1 ○ 10

中国語４ｂ 2後 1 ○ 10

スペイン語３ａ 2前 1 ○ 5

スペイン語３ｂ 2後 1 ○ 5

スペイン語４ａ 2前 1 ○ 1 6

スペイン語４ｂ 2後 1 ○ 1 6

朝鮮語３ａ 2前 1 ○ 2

朝鮮語３ｂ 2後 1 ○ 2

朝鮮語４ａ 2前 1 ○ 3

朝鮮語４ｂ 2後 1 ○ 3

小計(48科目) － － 0 48 0 6 5 0 0 0 76 －

オーラル・コミュニケーション（英語１ａ） 1･2･3･4前 1 ○ 1 6

オーラル・コミュニケーション（英語１ｂ） 1･2･3･4後 1 ○ 1 6

オーラル・コミュニケーション（英語２ａ） 1･2･3･4前 1 ○ 1 6

オーラル・コミュニケーション（英語２ｂ） 1･2･3･4後 1 ○ 1 6

特設英語１ａ 1･2･3･4前 1 ○ 1 3

特設英語１ｂ 1･2･3･4後 1 ○ 1 3

特設英語２ａ 1･2･3･4前 1 ○ 1 1 3

特設英語２ｂ 1･2･3･4後 1 ○ 1 1 3

特設中国語１ａ 1前 1 ○ 1

特設中国語１ｂ 1後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（ドイツ語１ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（ドイツ語１ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（ドイツ語２ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（ドイツ語２ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（フランス語１ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（フランス語１ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（フランス語２ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（フランス語２ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（中国語１ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（中国語１ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（中国語２ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（中国語２ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（スペイン語１ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（スペイン語１ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（スペイン語２ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（スペイン語２ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（朝鮮語１ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（朝鮮語１ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（朝鮮語２ａ） 2･3･4前 1 ○ 1

オーラル・コミュニケーション（朝鮮語２ｂ） 2･3･4後 1 ○ 1

特設ドイツ語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設ドイツ語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設ドイツ語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設ドイツ語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設フランス語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設フランス語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設フランス語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設フランス語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設中国語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設中国語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

外
国
語
科
目

－

Ⅱ
系
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単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

特設スペイン語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設スペイン語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

特設スペイン語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

特設スペイン語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

小計(44科目) － － 0 44 0 2 3 0 0 0 20 －

上級英語１ 2･3･4前 2 ○ 1

上級英語２ 2･3･4後 2 ○ 1

上級英語３ 2･3･4前 2 ○ 1

上級英語４ 2･3･4後 2 ○ 1

上級英語５ 2･3･4前 2 ○ 1

上級英語６ 2･3･4後 2 ○ 1

上級ドイツ語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

上級ドイツ語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

上級ドイツ語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

上級ドイツ語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

上級フランス語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

上級フランス語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

上級フランス語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

上級フランス語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

上級中国語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

上級中国語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

上級中国語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

上級中国語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

上級スペイン語１ａ 2･3･4前 1 ○ 1

上級スペイン語１ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

上級スペイン語２ａ 2･3･4前 1 ○ 1

上級スペイン語２ｂ 2･3･4後 1 ○ 1

小計(22科目) － － 0 28 0 1 3 0 0 0 4 －

日本語AⅠ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅡ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅢ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅣ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅠ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅡ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅢ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅣ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅠ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅡ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅢ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅣ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅠ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅡ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅢ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

日本語AⅣ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

小計(16科目) － － 0 16 0 1 0 0 0 0 5 －

日本語BⅠ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅡ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅠ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅡ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅠ（3） 2前 1 ○ 2 ※演習

日本語BⅡ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅠ（4） 2後 1 ○ 2 ※演習

日本語BⅡ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

小計(8科目) － － 0 8 0 1 0 0 0 0 2 －

特
別
科
目

各
学
部
共
通
・
日
本
語
科
目
等

A
コ
ー

ス

－

B
コ
ー

ス

－

－

Ⅲ
系

－
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授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

健康・スポーツ科学論 1前･後 2 ○ 1 1 1

健康・スポーツ実習Ⅰａ 1前 1 ○ 1 12 メディア

健康・スポーツ実習Ⅰｂ 1後 1 ○ 1 12 メディア

健康・スポーツ実習Ⅱａ 2･3･4前 1 ○ 5

健康・スポーツ実習Ⅱｂ 2･3･4後 1 ○ 1 6

健康・スポーツ実習Ⅲａ 2･3･4前 2 ○ 1 1 標準外

健康・スポーツ実習Ⅲｂ 2･3･4後 2 ○ 1 1 標準外

小計(7科目) － － 4 6 0 0 1 0 1 0 14 －

哲学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

日本史概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

アジア史概論 1･2･3･4前 4 ○ 1

欧米史概論 1･2･3･4後 4 ○ 1

心理学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

総合教育科目演習Ⅰ（人文） 1通 4 ○ 1

小計(6科目) － － 0 24 0 0 1 0 0 0 5 －

政治学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

社会学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

法学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

社会人類学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

総合教育科目演習Ⅰ（社会） 1通 4 ○ 1 1

小計(5科目) － － 0 20 0 0 1 0 0 0 3 －

地球科学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

生命科学概論 1･2･3･4前･後 4 ○ 1

微分積分Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 2

微分積分Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 2

線形代数Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 3

線形代数Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 3

確率・統計Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 2

確率・統計Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 2

総合教育科目演習Ⅰ（自然） 1通 4 ○ 1 1

小計(9科目) － － 0 24 0 1 0 0 0 0 3 －

倫理学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

日本史 1･2･3･4前 2 ○ 1

アジア史 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

欧米史 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

心理学 1･2･3･4後 2 ○ 1

文学A 1･2･3･4前 2 ○ 1 2

文学B 1･2･3･4後 2 ○ 1 2

政治学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

社会学 1･2･3･4後 2 ○ 1

法学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

社会人類学 1･2･3･4後 2 ○ 1

人権論 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

地球科学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

生命科学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

物理科学 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

地球環境論 1･2･3･4前･後 2 ○ 1

地誌学 1･2･3･4前 2 ○ 1

国際教養A 1･2･3･4後 2 ○ 1

国際教養B 1･2･3･4前 2 ○ 1 1

国際教養C 1･2･3･4前 2 ○ 1

国際教養D 1･2･3･4後 2 ○ 1

国際教養E 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

言語と文化A 1･2･3･4後 2 ○ 1

言語と文化B 1･2･3･4前 2 ○ 1 1

言語と文化C 1･2･3･4後 2 ○ 1

言語と文化D 1･2･3･4後 2 ○ 1

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

－

総
合
教
育
科
目

基
本
科
目

人
文
科
学

－

社
会
科
学

－

自
然
科
学

－
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授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

言語と文化E 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

総合教育科目演習Ⅱ（人文） 2･3･4通 4 ○ 1

総合教育科目演習Ⅱ（社会） 2･3･4通 4 ○ 1 1

総合教育科目演習Ⅱ（自然） 2･3･4通 4 ○ 1 1

小計(30科目) － － 0 66 0 5 2 0 0 0 23 －

外国史 1後 2 ○ 1

人文地理学 1前･後 2 ○ 1

自然地理学 1前･後 2 ○ 1

社会科・地理歴史科教育法1 3前 2 ○ 2

社会科・地理歴史科教育法2 3後 2 ○ 2

社会科・公民科教育法1 3前 2 ○ 3

社会科・公民科教育法2 3後 2 ○ 3

職業指導Ⅰ 3前 2 ○ 1

職業指導Ⅱ 3後 2 ○ 1

商業科教育法1 3前 2 ○ 1

商業科教育法2 3後 2 ○ 1

小計(11科目) － － 0 0 22 0 0 0 0 0 9 －

－ － 16 733 24 21 18 0 2 0 240 －

卒業・修了要件及び履修方法 授業期間等

■「専門教育科目」区分から64単位以上修得
・「学科導入科目」区分の「経済入門」「現代経済学入門」「統計リテラシー」「マ
ルクス経済学」４科目12単位必修
・「学科基礎科目」区分から３科目12単位以上修得
　社会経済コースは、「独占資本主義論」「社会政策」から１科目４単位以上修得
　地域・マネジメントコースは、「経営学」「人口分析」から１科目４単位以上修得
・「学科発展科目」区分から３科目12単位以上修得
　社会経済コースは、「社会保障論」「労使関係論」「農業経済論」「地域システ
ム」「金融制度論」「中小企業論」から２科目８単位以上修得
　地域・マネジメントコースは、「財務会計論」「計量経済学」「ＩＣＴスキル」
「管理会計論」「農業経済論」「地域システム」「中小企業論」「経済統計」「応用
統計」から２科目８単位以上修得
・「学部基礎科目」区分の「会計入門」から「産業構造論」までの授業科目の中から
12単位以上修得、ただし、「日本経済史」「西洋経済史」の２科目とも単位を修得し
た場合には、選択必修の８単位に含めることができるのは４単位までとする。
・「学部発展科目」区分の「国際経済学」から「環境経済学」までの授業科目の中か
ら１科目４単位以上修得
・「学部発展科目」区分は「公共政策」から「演習３」までの授業科目の中から12単
位以上修得、ただし、学科発展科目及の３年次および４年次配当科目のうち12単位を
超えて修得した単位数ならびに学科関連科目の３年次および４年次配当科目から修得
した単位数を算入する。
■「外国語科目」区分から14単位以上修得
・英語６単位以上修得
・Ⅰ系から英語以外の１ヵ国語６単位以上修得
・卒業に必要な単位数に含めることができるのは28単位を限度とする
■「健康・スポーツ科目」区分から４単位以上修得
・「健康・スポーツ科学論」から「健康・スポーツ実習Ⅰb」までの３科目４単位修得
・卒業に必要な単位数に含めることができるのは７単位を限度とする
■「総合教育科目」区分から24単位以上修得
・「基本科目」区分のうち「人文科学」区分から４単位、「社会科学」区分から４単
位、「自然科学」区分から４単位以上修得
・卒業に必要な単位数に含めることができるのは36単位を限度とする
■卒業単位として認める単位を124単位以上修得
（履修科目の登録上限（年間）：49単位）

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 14週

１時限の授業の標準時間 100分

－

合計(385科目) －

学位又は称号 学士（経済学） 学位又は学科の分野 経済学関係

－

教
職
科
目

－設置等の趣旨（資料）ー17－
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EnglishⅠ 1前 ○ 1 ○ 1 4

EnglishⅡ 1後 ○ 1 ○ 1 4

検定英語講座 2·3·4前·後 1 ○ 1 1 メディア

検定英語初級 2·3·4後 1 ○ 1

検定英語中級 2·3·4後 1 ○ 1

検定英語上級 2·3·4後 2 ○ 1

日本語BⅠ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅠ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅠ（3） 2前 1 ○ 2 ※演習

日本語BⅠ（4） 2後 1 ○ 2 ※演習

日本語BⅡ（1） 1前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅡ（2） 1後 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅡ（3） 2前 1 ○ 1 ※演習

日本語BⅡ（4） 2後 1 ○ 1 ※演習

小計(14科目) － － 2 13 0 0 1 0 0 0 7 －

法学 1·2·3·4前 2 ○ 1

人間工学 1·2·3·4後 2 ○ 1

美学 1·2·3·4前 2 ○ 1

美術史概論 1·2·3·4後 2 ○ 1

色彩学 1·2·3·4前 2 ○ 1

プロダクトデザイン 1·2·3·4後 2 ○ 1

建築・デザイン概論 1·2·3·4前 2 ○ 1

音楽と文化 1·2·3·4後 2 ○ 1

環境工学 1·2·3·4前 2 ○ 1

総合講座 1·2·3·4後 2 ○ 1

ヒューマンウエルネス論 1·2·3·4前 2 ○ 2 オムニバス

スポーツリスクマネジメント論 1·2·3·4前 2 ○ 1

スポーツ心理学 1·2·3·4後 2 ○ 1

救急救命システム論 1·2·3·4後 2 ○ 1

生体システム論 1·2·3·4後 2 ○ 1

スポーツ実技1 1·2·3·4前·後 1 ○ 3 1

スポーツ実技2 1·2·3·4前·後 1 ○ 2

スポーツ実技3 1·2·3·4休 1 ○ 2 1 標準外

小計(18科目) － － 0 33 0 4 2 0 0 0 11 －

スポーツと数学 1前 ○ 2 ○ 3 1 ※演習

微分積分I 1前 ○ 2 ○ 2

線形代数I 1後 ○ 2 ○ 2

微分積分Ⅱ 2前 ○ 2 ○ 1

線形代数Ⅱ 2後 ○ 2 ○ 1

微分積分演習 1前 ○ 1 ○ 2 1

線形代数演習 1後 ○ 1 ○ 2 1

力学 1前 2 ○ 1

小計(8科目) － － 8 6 0 6 1 0 0 0 1 －

デジタルコミュニケーションⅠ 1前 ○ 2 ○ 2 1 1 ※演習

デジタルコミュニケーションⅡ 1後 ○ 2 ○ 2 1 1 ※演習

アルゴリズムとプログラミングⅠ 2前 ○ 2 ○ 1 1 ※演習

アルゴリズムとプログラミングⅡ 2後 ○ 2 ○ 2

デジタルデザイン 1後 2 ○ 1

プロジェクトマネジメント 2前 2 ○ 1

小計(6科目) － － 4 8 0 3 1 0 1 0 1 －

数
理
基
礎

－

情
報
基
礎

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ情報学部スポーツ情報学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態

備考

基幹教員等の配置

外
国
語
科
目 特

別
科
目

－

－

総
合
教
育
科
目

－
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スポーツデータ測定入門 1前 ○ 2 ○ 3 2 ※演習

スポーツと統計学 1後 ○ 2 ○ 2 4

確率統計 2前 ○ 2 ○ 1

AI・データサイエンスと現代社会 1前 ○ 2 ○ 3
オムニバス・メディ
ア

データサイエンス基礎技術Ⅰ 1後 ○ 2 ○ 1 1
オムニバス・メディア

※演習

データサイエンス基礎技術Ⅱ 2前 ○ 2 ○ 1 1
オムニバス・共同（一

部）・メディア　※演習

AI・データサイエンス応用基礎 2後 ○ 2 ○ 1 メディア

社会調査法 2前 2 ○ 1

小計(8科目) － － 12 4 0 5 6 0 0 0 5 －

経営学 1前 ○ 2 ○ 1

マーケティング論Ⅰ 1後 ○ 2 ○ 1

マーケティング論Ⅱ 2前 ○ 2 ○ 1

財務会計論 1後 ○ 2 ○ 1

経営戦略論 2前 ○ 2 ○ 1

デザインシンキング 2前 2 ○ 1

管理会計論 2後 ○ 2 ○ 1

ファイナンス 2前 2 ○ 1

経営組織論 2後 2 ○ 1

小計(9科目) － － 10 8 0 5 2 0 0 0 1

ミクロ経済学 1後 ○ 2 ○ 1 1

マクロ経済学 2前 ○ 2 ○ 2

地域社会産業論 2後 2 ○ 1

公共政策論 2前 2 ○ 1

地域産業連関分析 2後 2 ○ 1 ※演習

政策評価論 2前 2 ○ 1

小計(6科目) － － 2 10 0 3 2 0 0 0 0

多変量解析Ⅰ 2前 ○ 2 ○ 1 2 ※演習

多変量解析Ⅱ 2後 ○ 2 ○ 1 2 ※演習

線形モデル 3前 ○ 2 ○ 1

最適化 3後 ○ 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 3前 2 ○ 1

質的データ解析 3後 2 〇 1 ※演習

時系列解析 3後 2 ○ 1 ※演習

小計(7科目) － － 4 10 0 4 3 0 0 0 0

データベース 2後 ○ 2 ○ 1 ※演習

機械学習Ⅰ 3前 ○ 2 ○ 1 1 ※演習

機械学習Ⅱ 3後 ○ 2 ○ 1 ※演習

スポーツとXR技術 2後 2 ○ 2 ※演習

データ構造とアルゴリズム 3前 2 ○ 1 ※演習

画像処理とAI動作解析 3後 2 ○ 1 ※演習

コンピュータシミュレーション 4前 2 ○ 1 ※演習

AIと身体性認知科学 3後 2 ○ 1

自然言語処理と生成AI 4前 2 ○ 1 ※演習

データサイエンス特講 3後 2 ○ 1 ※演習

小計(10科目) － － 0 20 0 3 3 0 1 0 1

スポーツテックとデータ活用 2後 ○ 2 ○ 1 3 ※演習

スポーツ情報戦略・戦術論 2前 2 ○ 1 ※演習

スポーツ映像分析論 3前 2 ○ 2 ※演習

スポーツと計量社会学 3後 2 ○ 1

モーションデータ解析 3前 2 ○ 1

データに基づくコンディショニング 3後 2 ○ 1

データに基づくコーチング 4前 2 ○ 1

小計(7科目) － － 2 12 0 1 5 0 0 0 1 －

ビジネスデータサイエンス 2後 ○ 2 ○ 1

デジタル・マーケティング 3前 2 ○ 1

計量経済学と因果推論 3後 2 ○ 1 ※演習

ビジネスデータマイニング 3前 2 ○ 1 ※演習

小計(4科目) － － 2 6 0 1 1 0 0 0 1 －

スポーツビジネス論 2前 ○ 2 ○ 1

スポーツマーケティング 2後 ○ 2 ○ 2

スポーツ倫理学 2前 2 ○ 1

スポーツ経済学 2後 〇 2 ○ 1

スポーツマネジメント 3·4前 ○ 2 ○ 1

サービスイノベーション論 3·4前 2 ○ 1

スポーツツーリズム 3·4後 2 ○ 1

スポーツメディア論 3·4前 2 ○ 1

スポーツ文化論 2後 2 ○ 1

スポーツファイナンス 3·4前 2 ○ 1

スポーツ政策論 3·4後 2 ○ 1

統
計
・
数
理
モ
デ
リ
ン
グ －

専
門
展
開
科
目

A
I
・
情
報
技
術

－
ス
ポ
ー

ツ
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス －
ビ

ジ

ネ

ス

デ
ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス －

ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス

専
門
基
礎
科
目

－

経
営
学
基
礎

－

経
済
学
基
礎

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

－
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ｅスポーツビジネス論 3·4後 2 ○ 1

スポーツファシリティマネジメント 3·4前 2 ○ 1

スポーツ産業論 3·4後 2 ○ 1

生涯スポーツ論 3·4前 2 ○ 1

グローバル・スポーツビジネス論 3·4後 2 ○ 1

スポーツビジネス特講 3·4後 2 ○ 1

スポーツスポンサーシップ論 3·4前 2 ○ 1

小計(18科目) － － 4 32 0 7 3 0 0 0 0 －

卒業論文 4後 2 ○ 15 10 1

小計(1科目) － － 0 2 0 15 10 0 1 0 0 －

基礎演習 1前 ○ 2 ○ 18 10 1

専門演習A1 3前 ○ 2 ○ 15 10 1

専門演習A2 3後 ○ 2 ○ 15 10 1

専門演習B1 4前 ○ 2 ○ 15 10 1

専門演習B2 4後 ○ 2 ○ 15 10 1

小計(5科目) － － 10 0 0 18 10 0 1 0 0 －

スポーツ統括団体（リーグ・協会）経営論 1·2·3·4前 2 ○ 1

Jリーグビジネス論Ⅰ 1·2·3·4前 2 ○ 1

スポーツ代理人・マネジメント論 1·2·3·4後 2 ○ 1

Jリーグビジネス論Ⅱ 1·2·3·4後 2 ○ 1

スポーツアナリティクス実践論 1·2·3·4前 2 ○ 2 オムニバス

スポーツツーリズム実践論 1·2·3·4前 2 ○ 1

スポーツビジネス・プロジェクトⅠ 1·2·3·4前 2 ○ 1

スポーツビジネス・プロジェクトⅡ 1·2·3·4後 2 ○ 1

イベントプロデュース演習 1·2·3·4前 2 ○ 1

イベントマネジメント演習 1·2·3·4後 2 ○ 1

イベントプロデュース実習 1·2·3·4休 2 ○ 1 標準外

イベントマネジメント実習 1·2·3·4休 2 ○ 1 標準外

1·2·3·4休 2 ○ 1 標準外

スポーツアナリティクス実習 1·2·3·4後 2 ○ 2 オムニバス ※講義

小計(14科目) － － 0 28 0 3 3 0 0 0 2 －

短期留学プログラムⅠ 1·2·3·4前 4 ○ 4 標準外・メディア

短期留学プログラムⅡ 1·2·3·4前 4 ○ 4 標準外・メディア

短期留学プログラムⅢ 1·2·3·4前·後 2 ○ 8 標準外・メディア

短期留学プログラムⅣ 1·2·3·4前·後 2 ○ 8 標準外・メディア

FLP演習A 2通 4 ○ 1 20 メディア

FLP演習B 3通 4 ○ 1 20 メディア

FLP演習C 4通 4 ○ 1 21 メディア

グローバル・テュートリアル 1·2·3·4前·後 2 ○ 1

専門インターンシップ 1·2·3·4休 1 ○ 1 標準外

グローバル総合講座 2·3·4前·後 2 ○ 2
オムニバス・共同
（一部）

グローバル集中講義 2·3·4休 1 ○ 2 標準外

グローバル遠隔ラーニング 2·3·4後 2 ○ 1 メディア

グローバルアクティブラーニング 2·3·4前 1 ○ 1

AI・データサイエンス総合 1·2·3·4前·後 2 ○ 1 4
オムニバス・共同
（一部）・メディア

AI・データサイエンスツールⅡ 1·2·3·4前 2 ○ 1 メディア

AI・データサイエンスツールⅣ 1·2·3·4後 2 ○ 1 メディア

AI・データサイエンス演習A(1) 2前 2 ○ 1 1 2 メディア

AI・データサイエンス演習A(2) 2後 2 ○ 1 1 2 メディア

AI・データサイエンス演習B(1) 3前 2 ○ 1 1 2 メディア

AI・データサイエンス演習B(2) 3後 2 ○ 1 1 2 メディア

AI・データサイエンス演習C(1) 4前 2 ○ 1 1 2 メディア

AI・データサイエンス演習C(2) 4後 2 ○ 1 1 2 メディア

大学生のための論文作成の技法（基礎編） 1前·後 2 ○ 1 メディア

大学生のための論文作成の技法（発展編） 1前·後 2 ○ 1 メディア

小計(24科目) － － 0 55 0 2 1 0 0 0 46 －

学術情報の探索・活用法 1·2前·後 2 ○ 1 メディア

小計(1科目) － － 0 0 2 0 0 0 0 0 1 －

－ － 60 247 2 18 11 0 1 0 71 －

 
 
 

－
卒
業
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－
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・
実
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・
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演
習

－
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ポ
ー

ツ
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ネ
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践

グローバル・スポーツビジネス・キャリア実習

－

学
部
間
共
通
科
目

－

随
意

科
目 －

合計(160科目) －

学位又は称号 学士(スポーツ情報) 学位又は学科の分野 工学関係、経済学関係 
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卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

■「外国語科目」及び「総合教育科目」から計14単位以上　修得
①「外国語科目」から「English Ⅰ」「English Ⅱ」の計2単位を含む3単位以上必修
②「総合教育科目」のうち「法学」「人間工学」「美学」「美術史概論」「色彩学」「プロダ
クトデザイン」「建築・デザイン概論」「音楽と文化」「環境工学」「総合講座」から4単位
以上　修得
③「総合教育科目」のうち「ヒューマンウエルネス論」「スポーツリスクマネジメント論」
「スポーツ心理学」「救急救命システム論」「生体システム論」から計4単位以上 修得
④「総合教育科目」のうち「スポーツ実技1」「スポーツ実技2」「スポーツ実技3」から1単位
以上 修得

■「専門基礎科目」
・データサイエンスコース：50単位以上　修得
　①コース共通の必修科目に加えて「微分積分Ⅱ」「線形代数Ⅱ」「デジタルコミュニケー
ションⅡ」「アルゴリズムとプログラミングⅡ」「確率統計」の計10単位　必修
　②「数理基礎」区分、「情報基礎」区分、「データサイエンス基礎」区分からコース共通・
①のコース必修科目を含めて計36単位以上　修得

・スポーツビジネスコース：48単位以上　修得
　①コース共通の必修科目に加えて「管理会計論」「マクロ経済学」の計4単位　必修
　②「経営学基礎」区分からコース共通・①のコース必修科目を含めて計14単位以上　修得
  ③「経済学基礎」区分からコース共通・①のコース必修科目を含めて計6単位以上　修得

■「専門展開科目」
・データサイエンスコース：48単位以上　修得
　①コース共通の必修科目に加えて「線形モデル」「最適化」「データベース」「機械学習
Ⅰ」「機械学習Ⅱ」の計10単位　必修
　②「統計・数理モデリング」区分、「AI・情報技術」区分、「スポーツデータサイエンス」
区分からコース共通・①のコース必修科目を含めて計28単位以上 修得
　③「ビジネスデータサイエンス」区分、「スポーツビジネス」区分からコース共通の必修科
目を含めて計10単位以上　修得

・スポーツビジネスコース：44単位以上　修得
　①コース共通の必修科目に加えて「スポーツ経済学」「スポーツマネジメント」の計4単位
必修
　②「統計・数理モデリング」区分、「AI・情報技術」区分、「スポーツデータサイエンス」
区分からコース共通の必修科目を含めて計10単位以上　修得
　③「ビジネスデータサイエンス」区分、「スポーツビジネス」区分からコース共通・①の
コース必修科目を含めて計26単位以上　修得

■「演習・実習・実践科目」
　データサイエンスコース 14単位以上、スポーツビジネスコース 22単位以上　修得（コース
共通の必修科目を含む）

■卒業単位として認める単位を合計130単位以上　修得
(履修科目の登録上限（年間）：49単位）

※コース共通の必修科目は、本様式「単位数」のうち必修としている科目を指す。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 14週

１時限の授業の標準時間 100分
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2025年度　多摩キャンパス8号館教室　授業実施状況

＊「1」が授業による使用を表す。

教室 収容定員 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 合計 月～金 平日2~4限

8101 304 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 27.8% 33.3% 46.7%

8102 304 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 27.8% 33.3% 56.7%

8103 284 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 26.4% 31.7% 50.0%

8104 285 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 40.3% 48.3% 66.7%

8105 570 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 61.1% 73.3% 90.0%

8201 434 1 1 1 1 5.6% 6.7% 13.3%

8202 434 1 1 1 1 1 1 8.3% 10.0% 16.7%

8203 434 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15.3% 18.3% 33.3%

8204 586 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19.4% 23.3% 43.3%

8205 510 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 34.7% 41.7% 70.0%

8206 434 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 41.7% 50.0% 80.0%

8207 434 1 1 1 1 1 6.9% 8.3% 16.7%

8208 586 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16.7% 20.0% 26.7%

8301 510 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 45.8% 55.0% 80.0%

8302 434 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 23.6% 28.3% 46.7%

8303 434 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 43.1% 51.7% 80.0%

8304 560 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 59.7% 71.7% 83.3%

8305 508 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 56.9% 68.3% 60.0%

8306 434 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 38.9% 43.3% 70.0%

8307 434 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15.3% 18.3% 36.7%

8308 586 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 18.1% 21.7% 33.3%

30.2% 36.0% 52.4%

金 土 稼働率
6時限

月 火 水 木
1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限1時限

平均
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